5 腺 グサ-バ 


ier_r 


ストリーミングサーバにバンドルされている各種管理ソフトウェア(ユーティリティ）について説明します。 
ユーティリティには、ストリーミンク'サーバにインス I -ールするものとネットワーク上の管理コンピュー 
夕 （ PC ) にインストールするものなどがあります。ユーティリティは、ストリーミングサーバの保守性や 
管理機能を向上します。 


添付の CD - R 〇 M について （—113 ページ） . 

EXPRESSBUILDER(—imD . 

Exp 「 essPicnic (— 123ページ） . 

ESMPRO (— 131ベ—ジ） . 

MWA い134ぺージ ） . 

オフライン保守ユーテイリテイ （—142 ページ) 


ストリーミングサーバに添付の CD-RO M 
「 EXPRESSBUILDER 」 に収められてし)るソフト 
ウェアについて紹介します。 

セットアップツール 「 EXPRESSBUILDER 」 に 
ついて説明します。 

シームレスセットアップ用パラメータディスク 
(セットアップパラメータ FD ) を作成するツール 
「 ExpressPicnic 」 について説明します。 

ストリーミンクサーパの統合システム管理ソフト 
ウェア 「 ESMPR 〇」について説明します。 

ストリーミングサーパのリモート管連ソフトウェ 
アです。 

ストリーミンク'サーバの保守用ソフトウェアで 
す0 


システム診断(—144ページ） . 

Adaptec Storage Manage「 TM - Browser Edition 
( ASMBE ) (—147ページ） . 


ストリーミングサーパを診断するソフトウェアで 
す。 

Adaptec の SCSI コントローラを利用したディス 
クアレイシステム ( HostRAID ™) の監視 • 管理を 
行う Web ベースのソフトウェアです。 


次ぺージに続く 


ONL-3019aE-ISSGSDS- 〇〇〇 - 〇 5- 〇 3 〇 5 
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Power Console Plus (—148 ぺージ) 


オプションの LSI Logic 社製ディスクアレイコン 
卜□ーラや構築しているアレイディスクの保守 • 
管理をするアプリケーシヨンです。 


テープ監視ツール(—153ページ） . ストリーミングサーバに搭載したテープドライ 

ブ、使用しているテープメディアの状態を監視す 
るユー ティリティです。 

エクスプレス通報サービス（—155ページ） . 障害発生時に自動的に保守サービス会社へ通報 

するソフトウェアです。 

ESMPRO/UPSC 〇 ntroller Ver.2.1(—158 ページ） . ストリーミンク'サーバに接続したインテリジェン 

卜 UPS (無停電電源装置)を管理をするソフトウェ 
アです。 

PowerChute p/usVer.5.1 1 J/5.2J(— 162ベージ） .….…ストリーミングサーバに接続したスマート UPS 

(無停電電源装置）を管理をするソフトウェアで 
す。 

Windows Media サービス （—165 ページ） .Windows Media Tool におけるストリーミング 

配信 • 管理ソフトウェアです。 

Stream Pro/Streaming Server-WMT 

Plus Ver1.0 (― 167 ページ） .Windows 2000 Server に搭載されているスト 

リーミンク'サービスである Windows Media サー 
ビスに対して、視聴□グ収集•出力機能、アクセ 
ス制限機能などの追加機能を提供するソフトウェ 
アです。 

Stream Pro/WM9S-Plus Ver 1.0(—172 ページ) .Windows Server 2003に搭載されているスト 

リーミングサービスである Windows Media サー 
ビス9に対して、 Web 管理ポータル機能、視聴口 
グのグラフィカル表示機能、 Windows Media 
サービス9コンテンツファイル管理機能を提供す 
るソフトウェアです。 

バックアップ装置ファームウェア 

アップデートツール(—176ページ） . バックアップ装置のファームウェアアップデート 

を行うソフトウェアです。 
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添付の CD-ROM について 


添付の CD-R 〇 MrEXPRESSBUILDER®」 には、ストリーミングサーバを容易にセットアップするための 
ユーテイリテイや各種バンドルソフトウェアが収録されています。これらのソフトウェアを活用すること 
により、ストリーミングサーバの機能をより多く引き出すことができます。 


CD - ROMrEXPRESSBUILDER 」 は、ストリーミングサーバの設定が完了した後でも、 
◦ S の再インス!ルや BIOS のアップデートなどで使用される機会があります。なくさ 
ないように大切に保存しておいてください。 


EXPRESSBUILDER (11 4ページ) 


ディスクアレイ管理ユーティリテ/ 


• Power Console Plus * 2 (サーバ） （148 ページ) 

• Adaptec Storage Manager ™ 

Browser Edition (147 ページ） 


• ESMPRO/ServerAgent (131 ページ） 

• Management Workstation 
Application (134 ページ） 

• オフライン保守ユーティリティ （142 ページ) 
參システム診断 （144 ページ） 

參エクスプレス通報サービス （155 ページ） 


-プデノ（イス管理ユーティリテ 


テープ監視ツール （153 ページ） 


スト リー ミング ツール 


• Windows Media サービス （165 ページ) 
參 Stream Pro/Streaming Server - 
WMT Plus Ver .1.0 (167 ページ） 



*1 コンソールレスで操作する場合。シリアル/ LAN ポートを使用。 

*2 DS モデル( N 81 00-880/881) に標準装備のディスクアレイコント□-ラ 
の管理に使用。 GS モデルの ( N 8100 -882) の場合は、オプションの 
ディスクアレイコント□ーラを搭載している時に使用可能。 


[ヒント 


ビルド•トウ•オーダーで購入した装置のハードディスクには電源管理をする次のユー 
ティリティがインストールされている場合があります。それぞれのぺージを参照して 
セットアップをしてくださし、（これらのユーティリティは EXPRESSBUILDER の中には 
含まれていません）。 

- ESMPRO/UPSController Ver . 2.1(158 ぺージ参照) 

— PowerChute plus Ver . 5.1 1 J /5.2 J (162 ページ参照) 

ストリーミングサーバのシステム BIOS の設定を変更するユーティリティ 「 SETUP 」 や 
ディスクアレイの設定をするユーティリティ 「 SCSI Se/ecf Utility 」 および 「 MegaRAID 
Configuration Utility 」 は EXPRESSBUILDER には含まれていません。このユーティリ 
ティはストリーミングサーバ内のボード上のチップに搭載されています （6 章参照）。 
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EXPRESSBUILDER 


「 EXPRESSBUILDER 」 は、ストリーミングサーパに接続されたハードウェアを自動検出して処理を進める 
セットアップ用統合ソフトウェアです。 EXPRESSBUILDER からシームレスセットアップを使用する際に 
は、〇 S をインス I -ールするハードディスク（またはディスクアレイの論理ドライブ1台のみ)だけを接続し 
てセットアップしてください。 


起動メニューについて 


EXPRESSBUILDER には3つの起動方法があります。起動方法によって表示されるメニュー 
や項目が異なります。 

• EXPRESSBUILDER CD-ROM からブート ( 起動)する 


EXPRESSBUILDER をストリーミンク、サーバ 
の CD - ROM ドライブにセツトして起動し、 
EXPRESSBUILDER 内のシステムから起動 
する方法です。 


この方法でストリーミングサーバを起動する 
と右に示す 「 EXPRESSBUILDER トップ 
メニュー」が表示されます。 

このメニューにある項目からストリーミング 
サーバをセツ ト アップし ます。 



M -〇 • ストリーミングサーバ以外のコンピュータおよび EXPRESS 巳 UILDER が添付されて 
し、たストリーミングサーノ（以外の Express 5800シリーズで起動しないでください。 
故障の原因となります。名前は同じですが、中のモジュールや機能は異なります。 

參メニューの「シームレスセットアップ」を実行するとあらかじめインス!-ールされて 
いる 0 S を消去します。 0 S もインス I -ールし直す必要があります。 


EXPRESSBUILDER トップメニューにつし、てはこの後の 「 EXPRESSBUILDER トップ 
メニュー」を参照してください。 

• コンソールレスで EXPRESSBUILDER CD-ROM からブート ( 起動)する 


キーボードやマウス、ディスプレイ装置を 
ストリーミンク'サーバに接続していない状態 
で EXPRESSBUILDER をストリーミング 
サーバの CD - ROM ドライブから起動する 
と、 LAN か COM (シリアルポート）で接続 
している管理用コンピュータ （ PC ) の画面に 
は、右に示す 「 EXPRESSBUILDER メイン 
メニュー」が表示されます。 


矢 Efi キーで反転を項目に合わせて、リターンキーを押してください。 

EXPRESSBUILDER は本装置のセットアップをサボートします。 

【セットアップ】 

本装置のセットアッブを容易に行えるように、自動白勺にセットアッブ 
に必 p なツールを起動し、バラメータを設定していきます。 

ただし、セットアップが自動的に判断できないバラメータは、オペレータに 
$ 力が要求されます。 

システムセットアッブ終了後、セットアッブ情報をノトンクアッブすることをお 
動めします。バックアッブ情報が無いときは、修理復旧時にお客様の装置固有 
の情報や設定を復旧できなくなります。バックアッブは、フォーマットされた 


管理 PC からこのメニューにある項目を使つ 
てストリーミングサーバを遠隔操作をします。 
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H -〇 • ストリーミングサーバ以外のコンピュータおよび EXPRESSBUILDER が添付されて 
し、 たストリーミングサーバ以外の Express 5800シリーズで起動しないでください。 
故障の原因となります。名前は同じですが、中のモジュールや機能は異なります。 

• コンソールレス時の使用は、本体にキーポードが接続されていないことが条件で 
す。本体にキーボードが接続されていると、 EXPRESSBUILDER はコンソールが 
あると判断し、以下の動作を行いません(管理 PC にメニューを表示しません)。 

EXPRESSBUILDER メインメニューについてはこの後の「コンソールレスメニュー」を 
参照してください。 

• Windows が起動した後に EXPRESSBUILDER をセットする 

Windows(Windows 95以降、または 
Windows NT 4.0 以降）が起動した後に 
EXPRESSBUILDER を CD-ROM ドライブ、に 
セットするとメニューが表示されます(右図 
参照)。表示されたメニューダイアログボッ 
クスは「マスターコントロールメニュー」と呼 
びます。 

マスターコントロールメニューについては 
この後の「マスターコント□—ルメニュー」を 
参照してください。 


EXPRESSBUILDER トップメニ 


EXPRESSBUILDER トップメニューはハードウエアのセットアップおよび 0 S (オペレーティ 
ングシステム）のセットアップとインストールをするときに使用します。 

起動 

次の手順に従って EXPRESSBUILDER トップメニューを起動します。 

1. 周辺装置、ストリーミンクサーバの順に電源を〇 N にする。 

2. ストリーミングサーバの CD-R 〇 M ドライプへ CD-ROM「EXPRESSBUILDER」 をセットする。 

3. CD-R 〇 M をセットしたら、リセットする（く Ctrl> + <Alt> + <Delete> キーを押す）か、電源を 
0FF/0N してストリーミンク'サーバを再起動する。 
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EXPRESSBUILDER が起動すると、以下のような EXPRESSBUILDER トップメニューが 
現れます。 



シームレスセツトアップ 



セットアップパラメータ FD の情報を参照して、切れ目なく 
(シームレスに）セットアップを行います。〇 S の再インストール 
を含むセツトアップを行う場合、こちらのセツトアップ方式を 
選択してください。 


ツール 


EXPRESSBUILDER に収められている各種ユーティリティを 
個別に起動し、オペレータによるセットアップを行います。 
また、インストール済み〇 S に影響を与えることなくセット 
アップを行うことができます。 


つ 


ヘルプ 


終了 


EXPRESSBUILDER について説明します。 EXPRESSBUILDER の終了画面 

セツトアップを実行する前に一通り目を通して が表示されます。 

おくことをお勧めします。 


シームレスセットアップ 

「シームレスセットアップ」とは、ハードウェアの内部的なパラメータや状態の設定から〇 S 
(Windows 2000または Windows Server 200 3) 、各種ユーティリティのインストールまで 
を添付の CD - R 〇 MrEXPRESSBUILDER 」 を使って切れ目なく（シームレスで）セットアップ 
できるストリーミングサーバ独自のセットアップ方法です。 

購入時の状態と異なるハードディスクのパーティション設定で使用する場合や OS を再イン 
ストールする場合は、シームレスセットアップを使用すると煩雑なセットアップをこの機能 
が代わって行います。 

「シームレスセットアップ」を選択すると、〇 S のインストールを開始します。 

I n -0 「シームレスセットアップ」は最初からのセットアップであることを前提としているため、 
実行すると八ードディスクの内容が失われることがあります。 
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ツールメニュー 


Express 5800シリーズ EXPRESSBUILDER Ver3.xxx-x Copyright(C) NEC Corporation 2003 


ツールメニュ 


テイリテイ 


别■爐 ■Eg 
オフライン保守ユ 
システム診断 
サポートディスクの作成 
保守用パーテイシヨンの設定 
各種 BI0S/FW のアツ ブデート 
システムマネージメント機能 
ヘルプ 

トップメニューに戻る 


RAIDJ ノ Hh ラ:検出 
twr マネ-ゾメン MT- ド：なし 
保守用ハ。-ティシヨン：あり 
システム]刀イグレ-シヨン：なし 


ツーノレメニューは 、 EXPRESSBUILDER 
に収められている各種ユーティリティを個 
別で起動し、オペレータが手動で 
セットアップを行います。「シームレス 
セットアップ」では自動設定できない設定 
や、より詳細に設定したい場合などに 
使用してください。 

また、システム診断やサポートディスクの作成、保守用パーティションの設定を行う場合 
も、ツールメニューを使用します。次にツールメニューにある項目について説明します。 

• RAID 情報のセーブ/リストア 

このメニューは SCSI コントローラの HostRAID 機能が有効 ( Enabled ) に設定されている 
場合 ( GS モデルのみ)、またはディスクアレイコントローラが接続されている場合に表示 
されます。ディスクアレイシステムのコンフィグレーション情報をフロッピーディスク 
に保存（セーブ)、またはフロッピーディスクから復元(リストア)することができます。 

なお、 HostRAID 機能が有効になっている場合は、 HostRAID のコンフィグレーション情 
報を保存または復元します。 HostRAID 機能が無効になっており、かつオプションのディ 
スクアレイコントローラが接続されている場合には、オプションのディスクアレイコン 
卜□ーラのコンフィグレーション情報を保存または復元します。 

^ HostRAID 機能が有効に設定されている状態で ( GS モデルのみ)、オプションのディスク 
アレイコントローラのコンフィグレーション情報をセープまたはリストアするときは 
「Power Console Plus 」 で行います。使用方法については 「 EXPRESSBUILDERJCD - 
R 0 M に保存されている 「Power Confole Plus ユーザーズマニュアル」を参照してくださ 
い0 

- RAID 情報のセーブ 

ディスクアレイシステムのコンフィグレーション情報をフロッピーディスクに保存し 
ます。フォーマット済みのフロッピーディスクを用意してください。 RAID の設定や 
変更を行った時は、必ず本機能を使用してコンフィグレーション情報をセーブしてく 
ださい。 

— RAID 情報のリストア 

フロッピーディスクに保存されたコンフィグレーション情報をディスクアレイシステ 
ム上に復元します。 

I p -〇 この機能は保守用です。操作しないようにお願いいたします。誤った操作を行うと 
データを損失するおそれがあります。 

オフライン保守ユーティリティ 

オフライン保守ユーティリティとは、障害発生時に障害原因の解析を行うための 
ユーティリティです。詳細は142ページまたはオンラインヘルプを参照してください。 

システム診断 

本体装置上で各種テストを実行し、本体の機能および本体と拡張ボードなどとの接続を 
検査します。システム診断を実行すると、本体装置に応じてシステムチェック用プログ 
ラムが起動します。144ページを参照してシステムチェック用プ□グラムを操作して 
ください。 
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• サボートディスクの作成 


サボートディスクの作成では、 EXPRESSBUILDER 内のユーティリティをフロッピー 
ディスクから起動するための起動用サポートディスクやオペレーティングシステムのイ 
ンストールの際に必要となるサポートディスクを作成します。なお、画面に表示された 
タイトルをフロッピーディスクのラベルへ書き込んでおくと、後々の管理が容易です。 

サポートディスクを作成するためのフロッピーディスクはお客様でご用意ください。 

- Windows Server 2003 OEM-DISK for EXPRESSBUILDER 

Windows Server 2003をインストールするときに必要となるサポートディスクを作 
成します（「シームレスセットアップ」でインストールする場合は必要ありません）。 

- Windows 2000 OEM-DISK for EXPRESSBUILDER 

Windows 2000をインストールするときに必要となるサボートディスクを作成 
します（「シームレスセットアップ」でインストールする場合は必要ありません）。 

- R 〇 M - D 0 S 起動ディスク 


R 〇 M - D 0 S システムの起動用サポートディスクを作成します。 


-オフライン保守ユーティリティ 

オフライン保守ユーティリティの起動用サポートディスクを作成します。 

—システムマネージメント機能 

BMC ( Baseboa「d Management Controller ） による通報機能や管理用 PC からの 
リモート制御機能を使用するための設定を行うプログラムの起動用サポートディスク 
を作成します。 


• 保守用パーティションの設定 

ここでは、保守用パーティションに対するメンテナンスをすることができます。保守用 
パーティションが作成されていないときは「保守用パーティションの作成」と「オフライン 
保守ユーティリティのアンインストール」以外の項目は表示されません。 

I M-O 「保守用パーティションの設定」の各項目を実行している間は、ストリーミングサーバを 
リセットしたり、電源を OFF にしたりしないでください。 

くストリーミングサーバのシステムディスク構成例> 



空き領域 


オペレーティングシステム用パーティション 

プレインストールの場合、あらかじめ領域が設定されています（容量は、お客 
様のオーダーによって異なります）。 

保守用ノ（ーティション(約 55 MB ) 

ストリーミングサーパの保守ユーティリティで使用する共通モジュールが格納されていま 
す。 また、 EXPRESSBUILDER でのセットアップ時に作業領域としても利用され ます。 オペ 
レーティングシステムからは 「 MAINTE _ P 」 の FAT パーティションとして認識され ます。 



















出荷時にオペレーティングシステムがインストールされていない場合は、保守用 
r^TFI パーティションは作成されていません。 EXPRESSBUILDER を使ってセットアップを 
すると自動的に保守用パーティションを作成することができます。 

-保守用パーティションの作成 

55 MB 程度の領域を内蔵ハードディスク上へ確保し、続けて各種ユーティリティの 
インストールを行います。すでに保守用パーティションが確保されている場合は、 
各種ユーティリティのインストールを行うことができます。 

—各種ユーティリティのインストール 

各種ユーティリティ（システム診断/システムマネージメント機能/オフライン保守 
ユーティリティ）を、 CD - R 〇 M から保守用パーティションへインス I ルします。 
インストールされたユーティリティは、オフライン保守ユーティリティをハードディ 
スクから起動した場合に、使用することができます。 

-各種ユーティリティの更新 

各種ユーティリティ（システム診断/オフライン保守ユーティリティ）を、フロッピー 
ディスクから保守用パーティションへコピーします。各種ユーティリティがフ□ッ 
ピーディスクでリリースされたときに実行してください。それ以外では、本項目は 
使用しないでください。 

- FDISK の起動 

R 〇 M - DOS システムの FDISK コマンドを起動します。パーティションの作成/削除 
などができます。 

• 各種 BIOS/FW のアップデート 

インターネットの 「NEC 8番街」で配布される「各種 BIOS / FW のアップデートモジュール」 
を使用して、ストリーミンク'サーバの BIOS / FW (ファームウエア）をアップデートするこ 
とができます。「各種 BIOS / FW のアップデートモジュール」については、次のホームペー 
ジに詳しい説明があります。 

『NEC 8番街』： http :// nec 8. com / 

各種 BIOS / FW のアップデートを行う手順は配布される「各種 BIOS / FW のアップデート 
モジュール」に含まれる 「 README . TXT 」 に記載されています。記載内容を確認した上 
で、記載内容に従ってアップデートを行ってください。 「 README . TXT 」 は Windows 
NT のメモ帳などで読むことができます。 

I n-0 BIOS/FW のアップデートプ□グラムの動作中は本体の電源を OFF にしないでくださ 
しアップデート作業が途中で中断されるとシステムが起動できなくなります。 

• システムマネージメント機能 

BMC (Baseboard Management Contr 011 e 「) による通報機能や管理用 PC からのリモート 
制御機能を使用するための設定を行います。 

• ヘルプ 

EXPRESSBUILDER の各種機能に関する説明を表示します。 

• トップメニューに戻る 

EXPRESSBUILDER トップメニューを表示します。 
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コンソールレスメニ 


EXPRESSBUILDER は、ストリーミングサーバにキーボードなどのコンソールが接続されて 
いなくても各種セットアップを管理用コンピュータ（管理 PC ) から遠隔操作することが 
できる「コンソールレス」機能を持っています。 

91-0 • ストリーミングサーバ以外のコンピュータおよび EXPRESSBUILDER が添付されてい 

たストリーミングサーバ以外の Express 5800シリーズで起動しないでください。 
故障の原因となります。名前は同じですが、中のモジュールや機能は異なります。 

• コンソールレス時の使用は、本体にキーポードが接続されていないことが条件です。 
本体にキーポードが接続されていると、 EXPRESSBUILDER はコンソールがあると 
判断し、コンソールレス動作を行いません(管理 PC にメニューを表示しません)。 


起動方法 

起動方法には管理 PC と本体の接続状態により、次の2つの方法があります。 

• LAN 接続された管理 PC から実行する 

• ダイレクト接続(シリアルポート 2) された管理 PC から実行する 

起動方法の手順については、5章の 「 MWA 」 の「コンソールが接続されていない場合のコン 
フィグレーシヨン方法」を参照してください。 

91-0 • 巳 I0S セットアップユーティリティの Boot メニューで起動順序を変えないでください。 

CD-ROM ドライブが最初に起動するようになっていないと使用できません。 

• LAN 接続は LAN ポート1のみ使用可能です0 

• ダイレクト接続はシリアルポート2のみ使用可能です。 

• コンソールレスでストリーミングサーバを遠隔操作するためには、設定情報を格納した 
フロッピーディスクが必要になります。 

フォーマット済みのフロッピーディスクを用意しておいてください。 

BIOS 設定情報は以下の値にセットされます。 


• 

LAN Controller : 

[ Enabled ] 

參 

Serial Port 1 : 

[ Enabled ] 


Base I/O address : 

[3 F 8] 


Interrupt : 

[IRQ 4] 

• 

Serial Port 2: 

[ Enabled ] 


Base I/O address : 

[2 F 8] 


Interrupt : 

[IRQ 3] 

• 

BIOS Redirection Port : 

[Serial Port 2] 

• 

Baud Rate : 

[19.2 k ] 

• 

Flow Control : 

[ CTS / RTS ] 

• 

Console Type : 

[PC ANSI ] 
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メインメニュー 

メインメニューにある項目は次のとおりです。 


各種セツトアップを行う 


EXPRESSBUILDER が持つ 
機能を個別に起動する 

EXPRESSBUILDER の各種機能に 
関する説明を表示する 



セツトアップ 


本体のハードウェア構成をチェックして、 
ディスクアレイコンフィグレーションおよび 
保守用パーティシヨンの設定を自動的に行い 
ます。 


セツ f/'y J 


ツールメニュー 

メインメニューでツールを選択すると以下のメニューが表示されます。 

ツールメニューにある項目は、 「 EXPRESSBUILDER トップメニュー」の「ツールメニュー」の 
項目の中からコンソールレスで使用できるもののみがあげられています。それぞれの機能に 
ついては、前述の 「 EXPRESSBUILDER トップメニュー」を参照してください。 


前述の 「EXPRESSBUILDER 
トップメニュー」を参照 


それぞれの機能に関する説明を 
表示する 



メインメニューに戻る 


11-0 「EXPRESSBUILDER トップメニュー」の「ツールメニュー」にある機能と比較すると次の 
点が異なります。 

• 「システム診断」の内容や操作方法(詳しくは、144ページを参照してください） 

• 「サボートディスクの作成」で作成できるディスクの種類 
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マスタ _ コントロールメニ 


Windows(Windows 95以降、または Windows NT 4.0以降)が動作しているコンピュータ上 
で添付の CD - R 〇1\/|「巳乂卩卩巳33巳11丨1_0巳卩」をセットすると、「マスターコント□—ル 
メニュー」が自動的に起動します。 

■ I ： システムの状態によっては自動的に起動しない場合があります。そのような場合は、 CD - 

R 〇 M 上の次のファイルをエクスプローラ等から実行してください。 

¥ MC ¥1 ST.EXE 

マスター コント□ールメニューからは、 Windows 上で動作す る 各種バンドルソフトウェア 
のインストールやオンラインドキュメントの参照することができます。 

オンラインドキュメントの中には、 PDF 形式の文書で提供されているものもあります。 
n^Tjq このファイルを参照するには、あらかじめ Adobe システムズ社製の Acrobat Reader が 
インストールされている必要があります。 Acrobat Reader がインストールされていない 
ときは、はじめに[ソフトウェアのセットアップ]の [Acrobat Reader ] を選択して、 Acrobat 
Reader をインストールしておいてください。 

マスターコン ト ロール メニューの操作は、ウィンドウに表示されているそれぞれの項目を 
クリックするか、右クリックで現れるポップアップメニューから行います。 

I n-0 CD-ROM をドライブから取り出す前に、マスターコント□ールメニューおよびメニュー 

から起動されたオンラインドキュメント、各種ツールは終了させておいてください。 
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ExpressPicmc 

「 ExpressPicnic ®」 は、ストリーミングサーパのセットアップで使用する「セットアップパラメータ FD 」 を 
作成するツールです。 

EXPRESSBUILDER と ExpressPicnic で作成したセットアップパラメータ FD を使ってセットアップをする 
と、いくつかの確認のためのキー入力を除き〇 S のインス I -ールから各種ユーティリティのインス I -ール 
までのセットアップを自動で行えます。また、再インストールのときに前回と同じ設定でインス!-ール 
することができます。「セットアップパラメータ FD 」 を作成して、 EXPRESSBUILDER からストリーミンク' 
サーバをセットアップすることをお勧めします。 

「セッ トアップパラメータ FD 」 がなくても Windows 2000 /Windows Server 2003をインス 
n^Tjn 卜ールすることはできます。また、「セットアップパラメータ FD 」 は 、 EXPRESSBUILDER 
を使ったセットアップの途中で修正 • 作成することもできます。 


ExpressPicnic のインストール 


セットアップパラメータ FD を作成するために Windows 2〇〇〇 / XP、Windows Server 
2003, Windows NT 3.51 以降、または Windows 95/98/ Me で動作しているコンピュータ 
に ExpressPicnic をインストールします。 

■ I ： ExpressPicnic は PC 98- NX シリーズ. PC - 9800シリーズ. PC - AT 互換機で動作します。 

\TyR 


Windows 2000/XP • Windows Server 2003 • 
Windows NT 4.0 - Windows 95/98/Me 

Windows 2000/ XP , Windows Server 2 〇〇3 、 Windows NT 4.0、 または Windows 95/ 
98/ Me で動作しているコンピュータの場合は次の手順でインストールします。 

■ I ： お使ぃになってぃるモデルによって画面に表示される内容が多少異なることがありますが、 

U 37 T 1 同じ手順でセットアップすることができます。 


1. 〇 S を起動する。 

2. 付の CD - R 〇 MrEXPRESSBUILDER 」 を CD - ROM ドライプ、にセツトする。 
マスター コントロール メニューが 表示されます。 


ストリ I ミングサ I バソフトゥエア 


123 














3. 画面上で右クリックするか、[ソフトウェ 
アのセットアップ]を左クリックする。 

メニューが表示されます。 

4. [ ExpressPicnic ] をクリックする。 

セツトアップウイザードが起動します。 



メッセージに従ってインス I ルを続け 
てください。 



ExpressPicnic セゥトアゥア T 卩ク'、ラ！》へようこモ。 
このフ*ロク、ラ1»は、 iDt * ュ■•切こ ExpressPicnic を 
ゎス HI ■します。 

この t ゥトァゥア T 的''允を実行する前に、すべての Windows 
ア卩グラムを必ず終了して下さい。 

[キ〇抓] r めを如••力し t ゥトアゥア T ロク''兄を終了した後、現 
在使用中のアログラムをすべて終了させて下さい。 


彗告：このアログ乱は、著作権法および国際条約によって 
保諸されています。 

この TQ グラ L またはその一部を無断で褀製または配布す 
ることは、法律により禁止されています。 




[ユー ザの情報]ダイア ログ ボックスの 
[シリアル番号]を入力する必要はあり 
ません。 


インス I ルを完了したら[終了]ボタン 
をクリックし、「セットアップパラメータ 
FD の作成」に進んでください。 





品の娜番号を入力し、[次へ]作を 





< 戻る ( g ) _[ )^( N ) > | _ 祕 1 


Windows NT 3.51 

Windows NT 3.51 で動作しているコンピュータの場合は次の手順でインストールします。 

1. Windows NT 3.51 を起動する。 

2. 添付の CD - ROM 「 EXPRESSBUILDER 」 をコンピュータの CD - ROM ドライプにセットする。 

3. ファイルマネージヤまたはコマンドプロンプトから、 CD - ROM 「 EXPRESSBUILDER 」 の 
「¥ W _ T ¥ PICNIC ¥ SETUP ¥ SETUP . EXE 」 を実行する0 


セットアップウィザードが起動します。メッセージに従ってインストールを続けてください。 
インストールを完了したら、「セットアップパラメータ FD の作成」に進んでください。 
















































〇 S をインストールするために必要なセットアップ情報を設定し、「セットアップパラメータ 
FD 」 を作成します。以下の手順に従ってください。 


響〜 手順の中では、 Trekking コマンドをインストールしたときに指定したフォルダ名を 
I 匕/卜 I 「 ExpressPicnic 」 と仮定しています 0 


1. ExpressPicnic ウィンドウを表示させる。 

く Windows 2000 /XP • Windows Server 2003 - Windows NT 4.0 • Windows 95/98 /Me の場合〉 

スタートメニューから[プログラム]— 

[ ExpressPicnic ] の順にポイントし、 

[ Trekking ] をクリックする。 


く Windows NT 3.51 の場合〉 

プログラムマネージヤの [ ExpressPicnic ] グループから [ Trekking ] アイコンをダプルクリック 
する。 


2 . [ファイル]メニューの[情報ファイルの 
新規作成]をクリックする。 

[ディスクの設定]ダイアログボックスが 
表示されます。 


ハ，ハハ'^/ Vk/ 

印刷®... Ctrl+P 

印刷フ。レビュー秘 
フすノ 5の設定®... 


アフ抑一：^ンの終了凶 


r ^ TY^s 2000 /Windows XP - 



新規セット7ッフ 0 '睹報ファイルを作成 





ットアップバラメータ FD の作成 
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3. 各項目を設定し、 [0 K ] ボタンをクリック 
する。 

[基本情報]ダイアログボックスなど、 
セツトアップ情報を設定するダイア□ク' 
ボックスが順に表示されます。 



4. メッセージに従ってダイアログボックス 
の各項目を設定し、[次へ]ボタンを 
クリックする。 

[キャンセル]ボタンをクリックすると 
入力した内容が消えてしまいます。 

セツトアップ情報の設定が完了すると、 
[ファイル保存]ダイアログボックスが 
表示されます。 



インスト-ルバス |WINNT_ 
|7 Service Pack の通用 


夕新規パーティション 广全領域 

^サィズ指定— 

r^ 5 MB (4095〜999999 MB> 

r 既存のパーテイシ a ン 
F ファイルシステムを NTFS へ変換 



5. [セットアップパラメータ FD ] チェック 
ボックスをオンになっていることを確認 
し、[ファイル名]ボックスにセットアッ 
プ情報のファイル名を入力する。 

6 . 1.44 MB でフォーマット済のフロッピー 
ディスクをフロッピーディスクドライブ 
にセツトし、[〇 K ] ボタンをクリック 
する。 



「セットアップパラメータ FD 」 が作成できました。「セットアップパラメータ FD 」 は Windows 
2 〇〇〇 または Windows Server 2003をインストールするときに使用し ます。 ラベルを貼り 
大切に保管してください。 

^|： 參各項目の設定内容についてはヘルプを参照してください。 

「ヒント I • 既存の情報ファイル（セットアップパラメータ FD ) を修正する場合は 、 ExpressPicnic 
ウィンドウの[情報ファイルの修正]をクリックしてください。ヘルプを参照して情報 
ファイルを修正してください。 































































ンのインストール 


EXPRESSBUILDER CD - R 〇 M でサボートしていないアプリケーションを追加でインストー 
ルする場合は、 以下の手順に従って「セットアップパラメータ FD 」 を作成してください。 

追加でインス!-ールするアプリケーションは、シームレスセツトアップ対応されている必要 
があります。 


1 . ExpressPicnic ウィンドウを表示させる （ 125ぺージ参照）〇 

2 . [ファイル]メニューの[情報ファイルの新 
規作成]をクリックする。 


[ディスクの設定]ダイアログボックスが 
表示されます。 


3. 各項目を設定し、[〇 K ] ボタンをクリック 
する。 

[基本情報]ダイアログボックスなど、 
セットアップ情報を設定するダイアログ 
ボックス順に表示されます。 

4 . メッセージに従ってダイアログボックス 
の各項目を設定し、[次へ]ボタンを 
クリックする。 


I チェック] 


[キャンセル]ボタンをクリックすると 
入力した内容が消えてしまいます。 


XJ 


OS 種別 381 ▼][ 

〇 S 言語 「日本語 


ディスクの設定 
—「 ArrayDisk 


▼I ヰヤンセル 

广 


■ RAID の新規作成- 

掊梡ディスクの！ータル数 p ~ 

バックを梅成するディスク数 r 
バックを棰成する_ | Raid 5 

ライトモ-ド自勖設定 r 手動!設定 


~z\ 




5. [アプリケーションの設定]が表示された 
ら、[追加アプリケーションのインストー 
ル]にチェックを入れる。 

6 . [ファイル指定]ダイアログボックスが 
表示されたら、[セットアップパラメータ 
FD ] チェックボックスがオンになつてい 
ることを確認し、[ファイル名]ボックス 
にセットアップ情報のファイル名を入力 
する。 

7. 1.44 MB でフォーマット済のフロッピー 
ディスクを フロ ッ ピー ディスクドライブ 
にセツトし、[〇 K ] ボタンをクリック 
する。 


wuib-BfEwiinmm 


xj 


「アプリケーションの設定 
|7 ESMPRO 

厂 Global Array Manager 
厂 Power Console Plus 
「 ArrayRecoweryTool 
r 自助クリーンアップツール 
W エクスプレス il 報サ-ビス 


詳細設定 ] 

詳細設定 j 

詳細設定」 



-L J / ノノ！/ ノ丑孙 

ヴルづの作成■■腕_ 

| 

| 

ュ-ザ作成 | 


f W 大容量記か; 


>通用 

嗑匿用 OEM - FD の適用 

V -ションめ 心1卜ール! 


_キゃンセル_ベルブ_ 
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オプションの大容量記憶装置ドライバのインストール 


シームレスセットアップに対応しているオプションの大容量記憶装置ドライバをインストー 
ルする場合は、以下の手順に従って「セツトアップパラメータ FD 」 を作成してください。 


1. ExpressPicnic ウィンドウを表示させる （125 ページ参照)。 


2 . [ファイル]メニューの[情報ファイルの 
新規作成]をクリックする。 

[ディスクの設定]ダイアログボックスが 
表示されます。 



3. 各項目を設定し、[〇 K ] ボタンをクリック 
する。 

[基本情報]ダイアログボックスなど、 
セットアップ情報を設定するダイアログ 
ボックスが順に表示されます。 

4. メッセージに従ってダイアログボックス 
の各項目を設定し、[次へ]ボタンを 
クリックする。 

[キャンセル]ボタンをクリックすると 
入力した内容が消えてしまいます。 

5. [アプリケーションの設定]が表示された 
ら、[大容量記憶装置用〇 EM - FD の適用] 
にチェックを入れる。 

[ディスクの設定]で[〇 S 種別]を 
[Windows XP Professional ] にした場 
合は選択できません。 

6 . [ファイル指定」ダイアログボックスが 
表示されたら、[セットアップパラメータ 
FD ] チェックボックスがオンになってい 
ることを確認し、[ファイル名]ボックス 
にセツトアップ情報のファイル名を入力 
する。 



◦ S 種別 | Mi!MSgiTiTilSgMa—— I ▼] [ OK 

OS1 •語 I日本語 jJ _ヰ センセル 



ディスクの設定 



「アプリ ケーンヨンの設定 

W ESMPRO 詳細設定」 

厂 Global Array Manager 
厂 Power Console Plus 
「 ArrayRecaweryTool 

r 白肋ク u —ンアップ ツール丨 ' 

17エクスプレス通報 サービス| 

ユーザ/ヴループ登錄 
グループの作成—毅定」 


ユ-ザ作成 設定 



7. 1.44 MB でフォーマット済のフロッピーディスクをフロッピーディスクドライプにセットし、 
[〇 K ] ボタンをクリックする。 
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稼働機からの情報採取 


ISS ( IntemetStreamingServer ） シリーズでは、本機能は対応しておりません。 
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大量インストール 


ベースとなるセットアップ情報ファイルを指定し、マシンごとに変更する必要のある 
パラメータのみ修正して、複数のセットアップ情報ファイルを作成します。 

1 . ExpressPicnic ウィンドウを表示させる （125 ページ参照）。 

2 . [オプション]メニューの[大量インストー 
ルのアシスト]をクリツクする。 


3. [ファイルを開く]画面でベースとなるセットアップ情報ファイルを選択する。 

ペースとなるセットアップ情報ファイルの設定値がリストの一番上の欄に表示されます。 

4. [追加]ボタンをクリックする。 


5. ベースとなるセットアップ情報ファイル 
から変更するパラメータを設定する。 

6 . [〇 K ] ボタンをクリックする。 

リストに追加した情報が表示されます。 

7. ファイル名を選択し、 [ FD 作成]ボタンを 
クリックする。 

選択したファイル名のセツトアップ 
パラメータ FD を作成します。 
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ESMPRO 


ス トリー ミング サーバ システムの 監視を する ユーテイリテイと して ESMPR 〇 /Se 「 ve 「 Agent(Windows 
版）、 ESMPR 〇 /Se 「 ve 「 ManageaV\> ドルされています。 

巳 31\/^1^ 〇 /36 「ソ 6|7\96 门 1:(\/\/1|^ 〇 \^ 版）はス トリーミンク、サーバへ、 ESMPRO/ServerManageild^vl^ 
ワーク上の管理 PC へインストールして利用します。 


ESMPRO / Se 「 ve 「 Agent(Windows 版) 


ESMPR 〇 /56 「ソ 6 「み 96 门 1;(\/\/1|^ 〇 \^ 版）は本装置にインス トールするサーバ監視用アプリ 
ケーシヨンです。 

EXPRESSBUILDER のシームレスセットアップで自動的にインストールすることができま 
す。ここでは個別にインストールする場合に知っておいていただきたい注意事項とインス 
トールの手順を説明します。 

■I： 運用上の注意事項については、添付の CD-ROM「EXPRESSBUILDER」 内のオンラインド 
|レ、 jT| キュメント 「ESMPRO/ServerAgent (Windows 版） インストレーシヨンガイド」に記載して い 
- ます。ご覧ください。 


インス I -ール前の準備 

ESMPR 〇/36「ソ6「み96巾(\/^〇1〇\^版)を動作させるためには対象〇3の丁0卩/卩と丁〇卩/卩関 
連コンポーネントの SNMP の設定が必要です。 

ネットワークサービスの設定 

プロトコルは TCP / IP を使用してください。 TCP / IP の設定についてはスタートメニューから 
起動する「ヘルプ」を参照してください。 

SNMP サービスの設定 

コミュニティ名に 「 public 」、 トラップ送信先に送信先 IP アドレスを使います。 ESMPRO / 
36 「ソ 6 「 1\/|3 旧 96 「側の設定で受信する トラップのコミュニティ を デフォルトの 「 public 」 から 
変更した場合は、 ESMPR 〇/561^^「1\/1311396「側で新しく設定したコミュニティ名と同じ名前 
を入力します。 
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インストール 


ESMPRO/ServerAgent (Windows 版）のインス 
卜ールは5忝付の CD - ROM 「 EXPRESSBUILDER 」 
を使用します。本装置の 0 S が起動した後、 
Autorun で表示されるメニューから[ソフトウェ 
アのセットアップ]— [ ESMPRO ] —[ ESMPRO / 
ServerAgent ] の順にクリックしてください。以 
降は夕''ィア□グボックス中のメッセージに従って 
インストールしてください。 





vi-O • アドミニストレータの権限を持ったアカウントでシステムに□グインしてください。 

• Mylex ディスクアレイコント□ーラを監視する機種では、 Global Array Manager を 
インス I -ールする必要があります。 EXPRESSBUILDER から ESMPRO / 
ServerAgent のセットアップを起動すると、自動的に Global Array Manager のイ 
ンストーラが起動します。 

ネットワーク上の CD - ROM ドライブから実行する場合は、ネットワークドライブの割り当て 
を行った後、そのドライブから起動してください。エクスプローラのネットワークコン 
ピュータからは起動しないでください。 

アップデートインストールについて 

「ヒント I ESMPR 〇 / ServerAgent がすでにインストールされている場合は、次のメッセージが表示 

されます。 


ESMPR 〇 / ServerAgent が既にインストールされています 0 


メッセージに従って処理してくださし、。 


インストール後の確認 

ESMPR 〇 / ServerAgent ( Windows 版）をインス I ルした後に次の手順で正しくインス 
トールされていることを確認してください。 

1. 本装置を再起動する。 

2 . イベントログを開く。 

3. イベントログに ESMPR 〇 / ServerAgent ( Windows 版)の監視サービスに関するエラーが登録され 
ていないことを確認する。 


エラーが登録されている場合は、正しくインストールされていません。もう一度はじめからイン 
ストールし直してください。 



















ESMPRO/ServerManager 


ESMPR 〇 / ServerAgent がインストールされたコンピュータをネットワーク上の管理 PC 
から監視 • 管理するには、本体にバンドルされている ESMPRO / ServerManage ^ S.U 
ください。 

管理 PC への インス トール方法や設定の詳細については オンライン ドキュメント、または 
ESMPR 〇のオンライン ヘルプをご覧ください。 

■： ESMPR 〇 /ServerManager の使用にあたっての注意事項や補足説明がオンラインドキュメン 

卜で説明されています。添付の CD-ROM「EXPRESSBUILDER」 内のオンラインドキュメン 
卜 「ESMPRO/ServerManager インストレーシヨンガイド」を参照してください。 
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MWA 


〜 Management Workstation Application^ 


MWACManagement Workstation Application ) は、ネットワーク上から管理 PC ( ESMPRO / 
36「ソ6「1\/13旧96「が動作しているコンピュータ） を 使用して 、ストリーミンク'サーバをリ モー ト管理す る 
ためのアプリケーションです。ストリーミンク'サーバの運用管理を行ラ管理者の負担を軽減させることが 
できます。 


MWA のセットアップと運用に関する詳細な説明については、 EXPRESSBUILDER CD- 
R 〇 M 内の以下のパスに格納されている 「MWA ファーストステップガイド」を参照してくださ 
し、 （EXPRESSBUILDER の「マスターコントロールメニユ_」からも開くことができます）。 

CD-ROM ドライブ: ¥mwa¥doc¥jp¥mwa_fsg.pdf 

機能と操作方法に関する詳細な説明については、 MWA のオンラインヘルプを参照してくだ 
さい。 


通信方法について 


MWA を使用する管理 PC が LAN 、 WAN 、 ダイレクト（シリアル ( COM ) ポート）のいずれかの 
方法でストリーミンク'サーバと接続されていれば MWA を使ったリモート管理ができます。 

91-0 • LAN 接続は LAN ポート1のみ使用可能です。ダイレクト接続は前面のシリアルポート 

2のみ使用可能です。 

• Serial Console Redirection の巳 aud Rate は「57. 6 Kbps 」 に設定しないでくださ 
し、。本装置では、 57.6 Kbps のポーレートをサボートしていません。 

• LAN 接続によるリモート管理時に 「 RA 旧 EzAssist 」 を起動する場合には、 BIOS 
セットアップユーテイリテイにおいて Server メニューの 「Console Redirection 」 を 
選択し、 「Serial Port Address 」 を 「 Disabled 」 に設定した後に行ってください。 
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MWA の機能 


MWA はストリーミングサーバの BIOS やべースボードマネージメントコント□—ラ （ BMC ) 
と接続することにより以下の機能を実現しています。 

• リモートコンソール機能 

ストリーミングサーバの POST 実行画面および DOS のブート中の実行画面を管理 PC 上の 
MWA のウィンドウから見ることができます。またこの間、ストリーミングサーバを管理 
PC のキーボードから操作できます。 

n-O • 本装置では、 LAN 経由のリモートコンソール実行中に、 BMC がシリアルポート2 
を独占する場合があります。このとき、 0 S 上からのシリアルポート2は使用不可と 
なります。 

• 本装置で LAN 接続によるリモートコンソールを実行する場合は、ストリーミング 
サーバの電源の ON / OFF は、 MWA からリモートで操作してください。また 、 LAN 
経由のリモートコンソールは自動接続で実行してください。自動接続の設定は 
MWA ファーストステップガイドを参照してください。 

• BIOS SETUP を通常の終了方法以外の手段(電源 OFF やリセット)で終了するとス 
トリーミングサーメ（上のコンフィグレーションのリモートコンソール設定項目が無 
効になる場合があります。 

• リモートドライブ機能* 

管理 PC 上のフ□ッピーディスクドライブまたは、フロッピーディスクのイメージファイ 
ルからストリーミンク'サーバを起動することができます。 

* LAN 接続時のみの機能です。 

• リモート電源制御 

管理 PC 上の MWA からリモートで、ストリーミンク'サーバに対して以下の電源制御が 
行えます。 

-パワー〇 N/OFF 

-パワーサイクル（パワー〇 FF の後、しばらくしてパワー〇 N ) 

-リセット 
—〇 S シャットダウン* 

* 本コマンドをサボートしている ESMPR 〇 / ServerAgent がシステム上で動作して 
いる場合のみの機能です。 

• リモート情報収集 

管理用 PC 上の MWA からリモートで以下の情報を収集することができます。 

-システムイベントログ ( SEL ) 

-センサ装置情報 ( SDR ) 

-保守交換部品情報 ( FRU ) 

- BMC 設定情報 

• ESMPRO との連携* 

ストリーミンク'サーバの BMC からの装置異常などの SOS 通報を受信すると通報内容を 
解析して、 ESMPR 〇のアラートログへ自動的に登録します。 

* LAN 経由のみの機能です。 


ストリ I ミングサ I バソフトゥエア 


135 






動作環境 


MWA を動作させることができるハードウェア/ソフトウェア環境は次のとおりです。 

• 管理 PC (インス!-ールするコンピュータ） 

MWA は Windows が動作しているコンピュータ上で動作します。詳細は 「 MWA ファース 
トステップガイド」を参照してください。 

• MWA でリモート保守する装置 

ストリーミングサーパ本体。本装置には BMCdPMI Ver .1.5) が搭載されています。 


MWA のインストール 


MWA を使って本装置を管理するには、ストリーミンク'サーバに MWA Agent を、管理 PC 側 
に MWA Manager をそれぞれインストールしてください。 

pi ： MWA Agent は BMC をコンフイグレーシヨンするためのツールです。 Windows 上から BMC 
[ tW ] をコンフイグレ-シヨンしたい場合にインストールしてください。 

MWA Manager からストリーミングサーバをリモート制御する際には、 MWAAgent は必要 
ありません。 


MWA Agent のインストール 

MWA Agent は、 CD - R 〇 MrEXPRESSBUILDER 」 を使ってストリーミングサーバにイン 
ストールします。 


1 . Windows を起動する。 

2 . CD-ROM「EXPRESSBUILDER」 を CD-ROM ドライプにセットする。 

Autorun 機能により EXPRESSBUILDER のマスターコント□ールメニューが自動的に表示され 
ます。 

3 . [ソフトウェアのセットアップ]— [MWA] 

の順にクリックする。 

.LE12E] 

右図のようにメニュー上で右クリック 
してもポップアップメニューが表示さ 
れます。 


4 . [MWA Agent] をクリックする。 

MWA Agent のインストーラが起動しま 
す。インストーラの指示に従ってインス 
卜ールしてください。 




〇オンラインドキユメント 


EXPRESSBUILDER 


Express 5800 Series 


I / 


プ x 7 の、 
アップ J 


Copyright NEC CocporoHon 


NEC 
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MWA Manager のインストール 

MWA Manager は、 CD - R 〇 MrEXPRESSBUILDER 」 を使って管理 PC にインス!ルしま 
す。 

1. Windows を起動する。 

MWA が動作可能な〇 S について、 「 MWA ファーストステップガイド」を確認してください。 

2 . CD-ROM「EXPRESSBUILDER」 を CD-R 〇 M ドライブにセットする。 

Autorun 機能により EXPRESSBUILDER のマスターコントロールメニューが自動的に表示され 
ます。 

3 . [ソフトウェアのセットアップ]— [MWA] 

の順にクリックする。 

右図のようにメニュー上で右クリック 
してもポップアップメニューが表示 
されます。 


4 . [MWA Manager] をクリックする0 

MWA のインストーラが起動します。 
インストーラの指示に従ってインストー 
ルしてください。 


コンフィグレーシヨン 

コンフィグレーションで必要なものは次のとおりです。 

• EXPRESSBUILDER CD-ROM 
• 設定情報 

コンフィグレーションは MWA 側と管理される装置側の両方必要です。 MWA 側ではリモート 
管理する装置台数分の設定情報が必要です。 

ストリーミングサーバのコンフィグレーションには、2通りの方法があります。ストリーミ 
ングサーバを EXPRESSBUILDER CD - ROM から起動して実行する「システムマネージメン 
卜の設定」によるコンフィグレーションと、ストリーミンク'サーバの〇 S 上のアプリケーショ 
ンである MWA Agent によるコンフィグレーションです。 

詳細な手順については、 「 EXPRESSBUILDERJCD - R 〇 M 内にある 「 MWA ファーストステッ 
プガイド」または MWA のオンラインヘルプを参照してください。 
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コンソールが接続されていない場合のコンフイグレーシヨン方法 


サーバにキーボードなどのコンソールが接続されていない場合、 EXPRESSBUILDER のコン 
ソールレス機能を使ってサーバ側のコンフィグレーションを行なうことで、 MWA のリモー 
トコンソール機能を利用できるようになります。 

次の2つの方法があります。 

• LAN 接続された管理 PC から実行する 
• ダイレクト接続された管理 PC から実行する 


LAN 接続された管理 PC から実行する 

□一カルエリアネットワーク （ LAN ) を経由して接続されている管理 PC から、以下の手順で 
実行します。 


1.MWA をインストールした管理 PC を起動 
し、スタートメニューから[プログラム] 
- [NEC MWA]- [MWA] の順にクリツ 
クする。 

MWA が起動し、初期画面の 「Remote 
Control Manager」 が表示されます0 


2 . フォーマット済みの 1.44MB のフロッピーディスクを管理 PC のフロッピーディスクドライプに 
セットする。 

3 . MWA の[ファイル]メニューから[コンフィグレーション]コンマンドを選択して[コンフィグレー 
ション]ダイアログボックスを表示させる。 

4 . [新規作成]をクリックして[設定モデルの選択]ダイアログボックスを表示させる。 

5 . [FD 書き込みを行う]にチェックし、管理対象装置のモデル名を選択する。 

管理対象装置の種類に応じたコンフィグレーションダイアログボックスが表示されます。モデル 
名は本体前面に印刷されています。 

6 . [コンフィグレーション]ダイアログボックスで、管理対象装置の以下の情報を設定/登録する。 

コンピュータ名（サーバ名。管理対象装置を示す任意の名前） 

IP アドレス 

デフォルトゲートウェイ 

サブネットマスク 

1次通報先(管理 PC の IP アドレス） 

その後、以下のファイル名でフロッピーディスクに書き込む。 

くコンフィグレーション情報ファイル名〉 

CSL 一 LESS.CFG 

7 . サーバ名を右クリックして表示されるポップアップメニューから[プロパティ]コマンドを選択し 
て、[プロパティ]ダイアログボックスを表示させる。 














8. 「プロパティ」ダイアログボックスが表示されたら、以下のように設定する。 


<[ID] へージ> 
接続形態： 


LAN 


<[ アラート通知]ページ〉 

[標準設定を使用する]のチェックを外して[アクティべ一卜]のリセットにチェックする。 


9 . サーバ名を右クリックして表示される 
ポップアップメニューから[リモートコン 
ソールの起動]コマンドを選択して 
[MWA Remote Console] を開く0 


フ7イル表示テウィント勺ヘル：?* 


♦♦L 



LAN1 92.1681.249 Server* 


10. サーバウィンドウ上で右クリックして表示されるポップアップメニューがら[リモートコンソール 
の動作指定]コマンドを選択して[リモートコンソールの動作指定]ダイアログボックスを表示 
させ、 [MWA モードで実行]を選択する。 

11 . 管理対象装置の CD-R 〇 M ドライプに CD-ROM[EXPRESSBUILDER] をセットし、フロッピー 
ディスクドライブに設定情報 (CSL_LESS.CFG) を格納したフロッピーディスクをセットする。 

12 . 本体の電源を 0FF/0N してシステムを再起動する。 

1回のリブート後、管理 PC の画面上にメインメニューが表示され、ハードウェアのセット 
アップ、各種ユーティリティを管理 PC から実行できるようになります。 

.:一[120 

フロッピーディスク内の設定情報 ( CSL _ LESS . CFG ) がすでに設定されている場合は、リブート 
せずにメインメニューが表示されます。 

13. 管理 PC の画面上にメインメニューが表示されたら、フロッピーディスクをフロッピーディスク 
ドライプから取り出す。 

14. MWA Remote Control Manager 上でサーバ名を右クリックして表示されるポップアップ 
メニューがら[プロパティ]コマンドを選択して[プロパティ]ダイアログボックスを表示させ、 [ID] 
ページで[接続チェック]ボタンをクリックして、対象装置との接続を確認する。 

15. 「EXPRESSBUILDERJCD-R 〇 M 以タトのツールをイ吏用する場合は、 EXPRESSBUILDER を糸冬了 
させ、 「EXPRESSBUILDERJCD-R 〇 M を CD-R 〇 M ドライプから取り出した後、 MWA から[電源 
制御]コマンドで電源を〇 FF/0N する。 

MWA Remote Control Manager 上で、サーバ名を右クリックして表示されるポップアップ 
メニューがら[電源制御]コマンドを選択することでサーバの電源を操作できます。 

I w-onra 

I リモートコンソール接続での作業を終了したら、[プ□パティ]ダイア□グボックスの[アクティ 
I ベート]の「リセット」のチェックを外してください。 
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ダイレクト接続(シリアルポート 2) された管理 PC から実行する 

本体のシリアルポート2にダイレクト接続された管理 PC から、以下の手順で実行します。 


1. MWA をインストールした管理 PC を起動 
し、スタートメニューから[プログラム] 
- [NEC MWA ]- [ MWA ] の順にクリツ 
クする。 


MWA が起動し、初期画面の 「Remote 
Control Manager 」 が表示されます。 



2 . MWA の[ファイル]メニューから[環境設定]-[ダイレクト接続設定]の順に選択し、「ダイレクト 
接続設定」ダイア□ク'ボックスを表示させ、以下のように設定する。 

<ダイレクト接続設定> 

ポート： 接続する管理 PC 側の COM ポート 

ボーレート：19200 
フロー制御： RTS/CTS 

3 . MWA の[ファイル]メニューから[コンフィグレーシヨン]コマンドを選択して[コンフィグレー 
シヨン]ダイアログボックスを表示させる。 

4 . [新規作成]をクリックして[設定モデルの選択]ダイアログボックスを表示させる。 

5 . [ FD 書き込みを行う]にチェックし、管理対象装置のモデル名を選択する。 

管理対象装置の種類に応じたコンフィグレーションダイアログボックスが表示されます。モデル 
名は本体前面に印刷されています。 


6 . [コンフィグレーション]ダイアログボックスで、管理対象装置のコンピュータ名などのコンフィ 
グレーション情報を設定/登録後、以下のファイル名でフロッピーディスクに書き込む。 

<コンフィグレーション情報ファイル名> 

CSL 丄 ESS.CFG 

7 . サーバ名を右クリックして表示されるポップアップメニューから[プロパティ]コマンドを選択 
して、[プロパティ]ダイアログボックスを表示させる。 

8 . [プロパティ]ダイアログボックスが表示されたら、以下のように設定する。 

<[ ID ] ぺージ> 

接続形態： COM 

COM : ダイレクト（クロスケーブル） 


9 . サーバ名を右クリックして表示される 
ポップアップメニューから[リモートコン 
ソールの起動]コマンドを選択して 
[MWA Remote Console ] を開く 0 


[MWA Remote Console ] 上にサーバ 
ウィンドウが開いていることを確認し、 
[接続]をクリックする。 
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10. 管理対象装置のシリアルポート 2 に管理 PC をダイレクト接続する。 

11. 本体の CD-R 〇 M ドライプに CD-R 〇 M [ EXPRESSBUILDER ] をセットし、フロッピーディスク 
ドライプに設定情報 ( CSL _ LESS . CFG ) を格納したフロッピーディスクをセットする。 

12. 本体の電源を〇 FF /0 N してシステムを再起動する。 

1回のリブート後、管理 PC の画面上にメインメニューが表示され、ハードウェアのセット 
アップ、各種ユーティリティを管理 PC がら実行できるようになります。 

.:一[120 

フロッピーディスク内の設定情報 ( CSL _ LESS . CFG ) が既に設定されている場合は、リブート 
せずにメインメニューが表示されます。 

13. EXPRESSBUILDER CD-R 〇 M 以外のツールを使用する場合は、 EXPRESSBUILDER を終了 
させ、 EXPRESSBUILDER を CD-ROM ドライプから取り出した後、本体の電源を〇 FF /0 N してシ 
ステムを再起動する。 

w-Oi® 

リモートコンソール接続での作業を終了したら 、 [MWA Remote Console ] ウィンドウの 
[切断]ポタンをクリックしてください。 
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オフライン保守ユーテイ U テイ 

オフライン保守ユーティリティは、ストリーミンク'サーバの予防保守、障害解析を行うためのユーティリ 
ティです。 ESMPR 〇が起動できないような障害がストリーミングサーバに起きた場合は、オフライン保守 
ユーティリティを使って障害原因の確認ができます。 

vi-O • オフライン保守ユーティリティは通常、保守員が使用するプ□グラムです。保守 
ユーティリティを起動すると、メニューにヘルプ(機能や操作方法を示す説明)がありま 
すが、無理な操作をせずにオフライン保守ユーティリティの操作を熟知している保守 
サービス会社に連絡して、保守員の指示に従って操作してください。 

春オフライン保守ユーティリティが起動すると、クライアントからストリーミングサーバ 
へアクセスできなくなります。 


オフライン保守ユーテイリテイの起動方法 


オフライン保守ユーティリティはさまざまな方法で起動することができます。 

オフライン保守ユーティリティは手動で起動することもできますが、障害発生時に自動起動 
させることもできます。 

• EXPRESSBUILDER ガ、らの起動 

「 EXPRESSBUILDER トップメニュー」から「ツール」一「オフライン保守ユーティリティ」 
の順に選択すると、 CD - R 〇 M よりオフライン保守ユーティリティが起動します。 

• フロッピーディスクからの起動 

「 EXPRESSBUILDER トップメニュー」の「ツール」一「サボートディスクの作成」で作成 
した「オフライン保守ユーティリティ起動 FD 」 をセットして起動すると、オフライン保守 
ユーティリティが起動します。 

• 手動起動 ( F 4 キー） 

オフライン保守ユーティリティをインストール後、ストリーミンク'サーバの起動時の 
画面で < F 4> キーを押すと、ディスクよリオフライン保守ユーティリティが起動します。 

• 自動起動 (0 S 運用中の障害） 

〇 S 動作中に致命的な障害が発生し、シャットタ'ウン後、再起動するとオフライン保守 
ユーティリティが自動的に起動します（あらかじめ、 ESMPR 〇 / ServerAgent で、「障害 
発生時、オフライン保守ユーティリティを起動する」に設定をしておく必要がありま 

す)。 

• 自動起動 (0 S ブート失敗） 

〇 S ブート監視機能が有効な場合、〇 S のブート(起動)を3回失敗すると、オフライン保守 
ユーティリティが自動的に起動します。 
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オフライン保守ユーテイリテイの機能 


オフライン保守ユーティリティを起動すると、以下の機能を実行できます(起動方法により、 
実行できる機能は異なります）。 

• IPMI 情報の表示 

IPMI(Intelligent Platform Management Interface ) におけるシステムイベントログ 
( SEL )、 センサ装置情報 ( SDR )、 保守交換部品情報 ( FRU ) の表示やバックアップをしま 
す。 

本機能により、システムで起こった障害や各種イベントを調査し、交換部品を特定する 
ことができます。 

• BIOS セットアップ情報の表示 

BIOS の現在の設定値をテキストファイルへ出力します。 

• システム情報の表示 

プロセッサや BIOS などに関する情報を表示したり、テキストファイルへ出力したりしま 
す。 

• システム情報の管理 

お客様の装置固有の情報や設定のバックアップ(退避)をします。バックアップをしてお 
かないと、ボードの修理や交換の際に装置固有の情報や設定を復旧できなくなります。 

■： システ厶情報のバックアップの方法については、3章または4章で説明しています。 

rE > T ] なお、リストア(復旧）は操作を熟知した保守員以外は行わないでください。 


• 各種ユーティリティの起動 

EXPRESSBUILDER から保守用パーティションにインス I ルされた以下のユーティリ 
ティを起動することができます。 

-システムマネージメント機能 
—システム診断 
-保守用パーティションの更新 

• 筐体識別 

本装置のランプが5秒間点灯します。ラックに複数台の装置が設置された局面で装置を識 
別するときなどに便利です。 
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システム診断 

システム診断はストリーミングサーバに対して各種テストを行います。 

「 EXPRESSBUILDER 」 の「ツール」メニューから「システム診断」を実行してストリーミングサーバを診断し 
てください。 


システム診断の内容 


システム診断には、次の項目があります。 

• ストリーミンク'サーバに取り付けられているメモリのチェック 
• CPU キャッシュメモリのチェック 

• システムとして使用されているハードディスクのチェック 

I n-O システム診断を行う時は、必ず本体に接続している LAN ケーブルを外してください。接続 
trnrn したままシステム診断を行うと、ネットワークに影響をおよぼすおそれがあります。 

■ I : ハー ドディスクのチェックでは、ディスクへの書き込みは行いません。 

rE>i 


システム診断の起動と終了 


システム診断には、ストリーミングサーバ自身のコンソール（キーボード）を使用する方法 
と、シリアルポート経由で管理 PC のコンソールを使用する方法（コンソールレス）がありま 
す。以下に起動方法について説明します。 

1. シャットダウン処理を行った後、ストリーミングサーバの電源を〇 FF にし、電源コードをコンセ 
ントから抜く。 

2 . 本体に接続している LAN ケーブルをすべて取り外す。 

3 . 電源コードをコンセントに接続し、ストリーミングサーバの電源を〇 N にする。 

4 . CD - ROM 「 EXPRESSBUILDER 」 を使ってストリーミンク'サーバを起動する。 

ストリーミングサーバのコンソールを使用して起動する場合と、コンソールレスで起動する場合 
で手順が異なります。この章の 「 EXPRESSBUILDER 」 を参照して正しく起動してください。 

EXPRESSBUILDER から起動すると画面にメニューが表示されます。 
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ストリーミングサーバのコンソールを使用して起動した場合は、ストリーミンクサーバに接続し 
ているディスプレイ装置に 「 EXPRESSBUILDER トップメニュー」が表示されます。 

コンソールレスで起動した場合は、管理 PC のディスプレイに 「 EXPRESSBUILDER メイン 
メニュー」が表示されます。 


EXPRESSBUILDER トップメニュー EXPRESSBUILDER メインメニュー 

5 . [ツール]を選択する。 

6 . 「ツールメニュー」の[システム診断]を選択する。 

システム診断を開始します。約3分で診断は終了します。 

診断を終了するとディスプレイ装置の試験ウィンドウタイトルが “Test End ” となります。 


試験タイトル 


試験ウィンドウタイトル 



試験タイトル： 診断ツールの名称および Version 情報を表示します。 

試験ウィンドウタイトル：診断状態を表示します。試験終了時には“ Test End ” と表示します。 
試験結果： 診断開始 • 終了 • 経過時間および終了時の状態を表示します。 

ガイドライン： ウィンドウを操作するキーの説明を表示します。 

試験簡易ウィンドウ： 診断を実行した各試験の結果を表示します。 

力ーソル行で Enter キーを押下すると試験の詳細を表示します。 

システム診断でエラーを検出した場合は、試験簡易ウィンドウの該当する試験結果が 「Abnormal 
End 」 となり赤く反転表示されます。 

エラーを検出した試験に力ーソルを移動して Enter キーを押下し、試験詳細表示に出力された 
エラーメッセージを記録して保守サービス会社に連絡してください。 




矢印キーで反転を項目に合わせて、リターンキーを押してください。 
EXPRESSBUILDER は本装置のセットアッブをサボートします。 

【セットアッブ】 

本装 S のセットアップを容易に行えるように、自動的にセットアッブ 
に必 f なツールを起動し、バラメータを設定していきます。 

ただし、セットアッブが自動的に判断できないバラメータは、オペレータに 
入力が要求されます。 

システムセットアッブ終了後、セットアッブ情報をノ X ックアッブすることをお 
勧めします。バックアッブ情報が無いときは、修理復旧時にお客様の装置固有 
の情報や設定を復旧できなくなります。バックアッブは、フォーマットされた: 
フロッピーディスクを準備して、ツールでオフライン保守ユーティリティの 
「システム情報の管理」から「退避」を選択してください。 


>「追避」苦選択してくだきし、。 
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画面最下段の「ガイドライン」に従い < ESC > キーを押す。 
以下のメインメニューを表示します。 


TeDoLi(TEst & Diagnosis On Linux) Ver001.00(Build0 20901 .1.1m) 
- Enauser Menu - 



く Device List> 
<Log Info 
<0pen> 
<Reboot> 


Please choose a function by the arrow key and push Enter key. 


<Test Result > 
<Device List > 
<Log lnfo > 


〈 Option 〉 

< Reboot > 


前述の診断終了時の画面を表示します。 

接続されているデバイスー覧情報を表示します。 

試験ログやエラーメッセージを表示します。エラーメッセージをフ□ッ 
ピーディスクへ記録することができます。フ□ッピーディスクへ記録する 
場合は、フォーマット済みのフロッピーディスクをフロッピーディスク 
ドライプに揷入し、 < Save [ F ]> を選択してください。 

ログの出力先の変更を行います。 

ストリーミングサーバを再起動します。 


8. 上記メインメニューで〈[^ ㊀ 匕〇〇^を選択する。 

ストリーミンク'サーバが再起動し、システムが EXPRESSBUILDER から起動します。 

9 . EXPRESSBUILDER を終了し、 CD - R 〇 M ドライブから CD - R 〇 M を取り出す。 

10. ストリーミングサーパの電源を〇 FF にし、電源コードをコンセントがら抜く。 

11. 手順2で取り外した L A N ケープルを接続し直す。 

12. 電源コードをコンセントに接続する。 


以上でシステム診断は終了です。 







Adaptec Storage Manager™ - Browser 
Edition(GS モデルで HostRA 旧システムを 
使用する場合） 

Adaptec Storage Manager™ - Browser Edition (以下 ASMBE と略記します)は Adaptec の 
SCSI コント□—ラを利用したディスクアレイシステム (HostRAID™) の監視 • 管理を行う 
Web ベースのアプリケーションです。 ASMBE を使用することで、システム運用中の 
HostRAID の保守やイベント監視による通報を行ラことができます。 

ASMBE のインストールおよび操作方法については、添付の CD-R 〇 MrEXPRESSBUILDER」 
内のオンラインドキュメント 「Adaptec Storage Manager - Browser Edition ユーザーズマ 
ニュアル」を参照してください。この説明書には運用にあたって注意すべきことも掲載して 
います。運用開始前に必ずお読みください。 


カスタムインストールモデルでのセットアップ 

モデルによっては購入時に ASMBE があらかじめインスI-ールされている場合があります。 
この場合、この他に管理 PC 側の Internet Explorer の設定や通報監視についての設定などが 
必要な場合があります。 「EXPRESSBUILDER」 内のオンラインドキュメント 「Adaptec 
Storage Manager - Browser Edition ユーザーズマニュアル」の付録を参照し、設定を行つ 
てください。 


シームレスセットアップを使ったセットアップ 

ASMBE は添付の 「EXPRESSBUILDER」 に収められている自動インストールツール「シーム 
レスセットアップ」を使ってインスI-ールできます。 

シームレスインスI-ールを開始すると、アプリケーションを設定するダイアログボックスが表 
示されます。ここで 「Adaptec Storage Manager - Browser Edition」 を選択してください。 
この他に、管理 PC 側の Internet Explorer の設定や通報監視についての設定などが必要な場 
合があります。 「EXPRESSBUILDER」 内のオンラインドキュメント 「Adaptec Storage 
Manager - Browser Edition ユーザーズマニュアル」の付録を参照し、設定を行ってくださ 
い。 


手動インストール(新規インストール） 

手動で ASMBE をインストールする場合は 「EXPRESSBUILDER」 内のオンラインドキュメン 
卜 「Adaptec Storage Manager - Browser Edition ユーザーズマニュアル」を参照してくだ 
さい。 
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Powsr Go 门 sols Plus 

Power Console Plus は LSI Logic ディスクアレイコント□—ラシステムを構築している Windows 2000/ 
Windows Server 2003サーバの監視 • 管理用のアプリケーションです。 


Power Console Plus (サーバ) 


Power Console Plus (サーバ）は LSI Logic ディスクアレイコント□—ラシステムを構築し 
ているサーバにインストールし、使用される監視 • 管理用のアプリケーションです。 
Power Console Plus の動作環境や操作手順については、 EXPRESSBUILDER 内にあるオン 
ラインドキュメント 「Power Console Plus TM ユーザーズマニュアル」を参照してください 0 


カスタムインス I -ールモデルでのセットアップ 

モデルによっては購入時に Power Console Plus があらかじめインス I ルされている場合 
があります。このままでも使用できますが、後述の 「Power Console Plus (サーバ）の環境 
設定」に記載の内容の設定を行ラことをお勧めします。また、リモートからの監視を行ラ 
場合は別途 、 Power Console Plus (管理 PC ) のインストールを行ってください 0 


シームレスセットアップを使ったセットアップ 

Power Console Plus は添付の 「 EXPRESSBUILDER 」 に収められている Windows 2000/ 
Windows Server 2003 /Windows NT 自動インストールツール「シームレスセットアップ」 
を使ってインス I —ルできます。 

シームレスセットアップを開始すると、アプリケーションを設定するダイアログボックスが 
表示されます 0 ここで 「Power Console Plus 」 を選択してください 0 なお、シームレス 
セットアップ後は後述の環境設定をしてください。また、リモートからの監視を行ラ場合は 
別途 、 Power Console Plus (管理 PC ) のインス I ルを行ってください。 
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手動インストール(新規インストール） 

手動でインス I -ールする場合は以下の説明を参考にしてインストールをしてください。イン 
ストールに関する詳しい手順と操作方法については EXPRESSBUILDER 内にあるオンライン 
ドキュメント 「Power Console Plus ™ ユーザーズマニュアル」を参照してください 0 


Power Console Plus (サーバ)をインストールする前に 

Power Console Plus (サーバ）をインス I ルするときは、次に示す準備をしておく必要が 
あります。 

• LSI Logic のディスクアレイコント□ーラがシステムに取り付けられていること 

• LSI Logic のディスクアレイコント□ーラのドライバが組み込まれていること 

• Windows の SNMP サービスが組み込まれていること 

• Windows の TCP / IP の設定が終了していること 
• システムのアップデートが終了していること 

• Administrators グループでログオンされていること 

• Internet Explorer 4.01 Service Pack 2 以降がインストールされていること 


Power Console Plus (サーバ)のインストール手順 

Power Console Plus (サーバ）のインス 
I ルは5忝付の EXPRESSBUILDER をイ吏 
用します。 EXPRESSBUILDER をドライ 
ブにセット後、 Autorun で表示されるメ 
ニューから[ソフトウェアのセットアップ] 

— [ ESMPRO ] —[関連ユーティリティメ 
ニューへ]— [Power Console Plus ] の順に 
クリックします。 


ここで表示されるセットアップオプションの選択でインス I -ールするコンポーネントとして 
「サーバ」または「サーバ十管理サーバ」をチェックし、[次へ]ボタンをクリックしてくださ 
い。以降はダイアログボックスのメッセージに従ってインストールしてください。なお、 
インストール後は後述の環境設定をしてください。また、リモートからの監視を行ラ場合は 
別途 、 Power Console Plus (管理 PC ) のインストールを行ってください。 

上記記述の管理サーバはネットワークで接続されたすべてのサーバおよび管理 pc を管理 
I匕ントI するコンピュータとしてネットワーク内に1つ定義します。 




〇オンラインドキュ，ント 


EXPRESSBUILDER 


Express 5800 Series 


I a V7 トウ i7«) 4 

入，，ル 7， v プ j 


-o 




Copyright NEC Corporation 


NEC 
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Power Console Plus (サーバ)の環境設定 


• HOSTS ファイルの設定 

ネットワーク経由で制御する場合はすべてのサーバ/管理 PC および管理サーバの IP 
アドレスとホスト名を登録してください。サーバ内でのみ制御する場合はこの作業は 
不要です。 

• REGSERV.DAT の設定 

ネットワーク経由で制御する場合は管理サーバのホスト名をすでにある 「 localhost 」 の 
設定と置換してください。サーバ内でのみ制御する場合はこの作業は不要です。 

• ESMPRO / ServerManager とのメニュー連携の設定 

システムに ESMPR 〇 / Serve 「 Manager がインストールされている場合は、 
ESPRESSBUILDER の「巳31\/^卩〇¥」卩¥1386¥卩(：〇问¥卩〇ド巳31\/131\/1£\巳」を実ネラして 
ください。 

• パスワードファイルのアクセス権設定 

rc :¥ Winnt ¥ System 32¥ drivers ¥ etc ¥ raidpass . valJ ( c :¥ Winnt は、 Windows の一般的 
なインス I ル先フォルダです）をセキュリティ保持の観点から NTFS ファイルアクセス 
権を Administrator 権限などに変更してください。 




Power Console Plus (管理 PC ) 


Power Console Plus をネットワーク経由でサーバを管理する場合にインストールします。 
Power Console Plus の動作環境や操作手順については、 EXPRESSBUILDER 内にあるオン 
ラインドキュメント 「Power Console Plus ™ ユーザーズマニュアル」を参照してください。 

以下の説明を参考にして Power Console Plus (管理 PC ) を管理 PC にインストールしてくだ 
さい。インス I ルに関する詳しい手順と操作方法については EXPRESSBUILDER 内にある 
オンラインドキュメント 「Power Console Plus ™ ユーザーズマニュアル」を参照ください。 

Power Console Plus (管理 PC ) をインストールする前に 

Power Console Plus (管理 PC ) をインストールするときは、次に示す準備をしておく必要 
があります。 

• Windows の TCP / IP の設定が終了していること 
• システムのアップデートが終了していること 

• Windows Installer が組み込まれていること 

• Administrators グループでログオンされていること 

• Windows NT 4.0の場合 、 Service Pack 5以降が適用されていること 

• Internet Explorer 4.01 Service Pack 2 以降がインストールされていること 

PI ： • Microsoft Windows NT Version 4.0 での Windows Installer の組み込みは、 
「 EXPRESSBUILDER 」 の 「¥ ESMPR 0¥ JP ¥ I 386¥ PC 0 N ¥ AMI 」 にあるファイノレ 
「 INSTMSIW . EXE 」 を実行して組み込みます 。 Microsoft Windows 95/98/ Me の場合、 
同様に 「 INSTMSIA . EXE 」 を実行し組み込みます。なお 、 Windows Server 2003/ 
Windows 2000ではこの操作は不要です。 

• Internet Explorer 4.01 Service Pack 2 以降は Windows NT 4.0 の Service Pack 5 または 6 a 
媒体からインストールできます。 


Power Console Plus (管理 PC ) のインストール手順 

Power Console Plus (管理 PC ) のインス 
I ルは5添付の EXPRESSBUILDER を 
使用します 。 Windows 2000, Windows 
Server 2〇〇3 、 Windows NT 4.0、 および 
Windows 95/98 /Me では 
EXPRESSBUILDER をドライフ、、 l こセット 
後、 Autorun で表示されるメニューから 
[ソフトウェアのセットアップ]— 

[ ESMPRO ]- [関連ユーティリティ 
メニューへ]— [Power Console Plus ] の順 
にクリックします。 
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ここで表示されるセットアップオプションの選択でインストールするコンポーネントとして 
「管理 PC 」 または「管理 PC 十管理サーバ」をチェックし、[次へ]ボタンをクリックしてくださ 
い。以降はダイアログボックスのメッセージに従ってインストールしてください。 

上記記述の管理サーバはネットワークで接続されたすベてのサーバおよび管理 PC を管理 
L ヒント| するコンピュータとしてネットワーク内に1つ定義します。 


Power Console Plus (管理 PC ) の環境設定 

• HOSTS ファイルの設定 

管理サーバとすべてのサーバ/管理 PC の IP アドレスとホスト名を登録してください。 

• REGSERV.DAT の設定 

管理サーバのホスト名をすでにある 「 localhost 」 の設定と置換してください。 

• ESMPRO / ServerManager とのメニュー連携の設定 

システムに ESMPR 〇 / Serve 「 Manager がインストールされている場合は、 
ESPRESSBUILDER の「巳31\/^卩〇¥」卩¥1386¥卩(：〇问¥口〇卩巳31\/131\/1£\巳」を実ネラして 
ください。 






テー プ監視ツール 

テープ監視ツールは、ストリーミングサーバに搭載したテープドライブならびに使用して 
いるテープメディアの状態を監視するユーティリティです。 

へッドの汚れや不良テープの使用などによるバックアップファイルの消失やバックアップの失敗などを防 
止するために、テープドライブを搭載している装置にはこのユーティリティをインストールすることをお 
勧めします。 


カスタムインス I ルモデルでのセツトアツ 


モデルによっては購入時にテープ監視ツールがあらかじめインストールされている場合もあ 
ります。インス I -ール済みのテープ監視ツールのサービスを次のように設定してください。 
サービスの設定は[コントロールパネル]の[サービス]を夕'ブルクリックすると起動します。 

• 選択するサービス名 ： TapeAlertChecker 
• スタートアップの種類：自動 
• □グオン： システムアカウント 

[デスクトップとの対話をサービスに許可]にチェック 

サービスに [ TapeAlertChecker ] がない場合は、装置にインストールされていません。次の 
「手動インストール(新規インス I -ール)」を参照してインス I -ールしてください。 


手動インストール(新規インストール) 


手動でインス!-ールする場合は、以下の説明を参考にしてインストールしてください。詳し 
くはオンラインドキュメントの「テープ監視ツールセットアップガイド」をご覧ください。 
オンラインドキュメントは、添付の CD - ROM 「 EXPRESSBUILDER 」 の次のディレクトリに 
PDF ファイルで格納されています。 

CD-ROM ドライブ: ¥ TpTool ¥ SG _ TP 3 .pdf 

動作環境 

八ードウェア 

• インストールする装置 
• メモリ 

• ハードディスクの空き容量 

ソフトウェア 

• オペレーティングシステム 

— Microsoft ® Windows NT ® 4.0 日本語版 (Service Pack 5以降） 

— Microsoft ® Windows ® 2000日本語版 
— Microsoft ® Windows ® Server 2003日本語版 


153 


本装置および Express 5800/50、100、600シリーズ本体 
500 KB 以上 
2.2 MB 以上 
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• アプリケーション 


- ARCserve J 6.0 for Windows NT ( SP 3) (全エディション） 

- ARCserve J 6.5 for Windows NT (全エディション、 Patch 07 が必要) 
- ARCservelT J 6.61 for Windows NT (全エディション） 

- ARCserve 2000 ( SP 2) (全エディション） 

— BackupExec tor Windows NT Ver .7.3 
— BackupExec for Windows NT Ver .8.5 
- NTBackup(Windows NT 標準装備のバックアップツール） 

-巳 KUP 


監視対象装置 


テープ監視ツールで監視できるテープドライブは次のとおりです (2002 年9月現在）。 


• 内蔵/外付 AIT 

• 内蔵/外付 AIT 集合型 

• 内蔵/外付 DAT ( DDS 3) 

• 内蔵/外付 DAT 集合型 ( DDS 3) 

• 内蔵 TRAVAN 
• 外付 TRAVAN 集合型 
• 内蔵/外付 DAT ( DDS 4) 

• 内蔵/外付 DAT 集合型 ( DDS 4) 
• 内蔵 SLOT 
• 内蔵 LT 〇 
• 外付 LT 〇 


N 8151 -28/-34/-34 A /-4 1 /-41 A /-44/-46 、 
N 8551-19/-28/-34、 N 8560-16 
N 8151-29/-36、 N 8551-20/-29/-36、 
N 8560-17 

N 8151 -12 BC 、 N 8551-12/-12 A /-12 BC 、 

N 8560 -12/-12 AC 

N 8151 -13 AC 、 N 8551-13/-13 AC 、 

N 8560-13/-13 AC 

N 855 1-21 

N 8560-19 

N 8151-26/-43/-45、 N 8551-26、 N 8560 -22 
N 8151-27、 N 8551-27、 N 8560 -23 
N 8151 -38 
N 8151-37/-4〇 
N 8 160-39 


対象ドライブとバックアップソフトの対応につきましては NEC の Web 情報ページにある 
「NEC 8番街 （ http :// nec 8. com /)」 の「サボート情報」一「テクニカル情報」一「テクニカル 
ガイド」一「巳乂口阳3358〇〇/1〇0シリーズテクニカルガイド」にあります。バックアップ装置 
<バックアップ装置対応ソフトウェア>を確認してください。 


インストール手順 

添付の CD - ROM 「 EXPRESSBUILDER 」 の次のディレクトリにある 「 Setup . exe 」 をエクス 
プローラなどから起動してください。 

CD-ROM ドライブ: ¥ TpTool ¥ setup.exe 

以降は画面に表示されるメッセージに従ってください。詳しくはオンラインドキュメントで 
説明しています。 

インス!-ールの完了後、サービスが動作していることを確認してください。前ページの 
「カスタムインストールモデルでのセットアップ」の説明を参照してください。 

監視についての詳細な設定は、 ini ファイルを編集することで変更できます。 ini ファイルは 
rC :¥ Program ド胎3¥丁3口6八16「1:〇^〇1<6「¥01:「1加」です（デフォル トの設定でインストールし 
た場合）。設定の詳細についてはオンラインドキュメントをご覧ください。 



エクスプレス通報サービス 

エクスプレス通報サービスに登録することにより、システムに発生する障害情報(予防保守情報含む）を 
電子メールやモデム経由で保守センターに自動通報することができます。 

本サービスを使用することにより、システムの障害を事前に察知したり、障害発生時に迅速に保守を行っ 
たりすることができます。 

また、お客様のサーバ上で動作するエクスプレス通報サービスと、クライアント上で動作するシステム 
監視サービス （DMIT 〇〇 L ) を連携させることでシステムを安定に稼働させることができる、クライアント 
/サーバ型の保守サービス （PC 通報連携機能）を提供しています。 


プリインストールモデルでのセツトアツ 


モデルによっては購入時にエクスプレス通報サービスがあらかじめインス I '''ールされている 
場合もあります。インストール済みのエクスプレス通報サービスはまだ無効になっておりま 
す。必要な契約を行い、通報開局 FD を入手してから、次の操作を行ラとエクスプレス通報 
サービスは有効になります。エクスプレス通報サービス有効後は EXPRESSBUILDER 内に 
あるオンラインドキュメント「エクスプレス通報サービスインストレーシヨンガイド」を参照 
して設定してください。 

セットアップに必要な契約 

エクスプレス通報サービスを有効にするには、以下の契約等が必要となりますので、あらか 
じめ準備してください。 

• 本体装置のハードウェア保守契約、またはエクスプレス通報サービスの契約 

本体装置のハードウェア保守契約、またはエクスプレス通報サービスのみの契約がお済 
みでないと、エクスプレス通報サービスはご利用できません。契約内容の詳細について 
は、お買い求めの販売店にお問い合わせください。 

• 通報開局 FD 

契約後送付される通報開局 FD が必要となります。まだ到着していない場合、通報開局 FD 
が到着してから、セットアップを行ってください。 
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エクスプレス通報サービスを有効にする操作 

次の手順で購入時にインストール済みのエクスプレス通報サービスの機能を有効にします。 

1. [コントロールパネル]の [ ESMPR 〇 / ServerAgent ] を選択する。 

2 . [全般]タブの[通報の設定]ボタンをクリックする。 

アラートマネージャ設定ツールが起動します。 

3 . [ツール]メニューの[エクスプレス通報サービス]、[サーバ]を選択する。 

[エクスプレス通報サービスセットアップユーティリティ]が起動します。 

4 . 通報開局 FD をフロッピーディスクドライプにセットし、通報開局 FD を読み込む。 

エクスプレス通報サービスが有効となります。 


手動インストール(新規インストール) 


手動でインストールする場合は、以下の説明を参考にしてインストールしてください。 

エクスプレス通報サービスのセットアップ環境 

エクスプレス通報サービスをセットアップするためには、以下の環境が必要です。 

八ードウェア 

• メモリ 18.0 MB 以上 

• ハードディスクの空き容量 30.0 MB 以上 
• モデム 

ダイヤルアップ経由の通報を使用する場合、モデムが必要です。ダイヤルアップ経由 
エクスプレス通報で使用するモデムは NEC フィールディングにご相談ください。 

• メールサーバ 

電子メール経由の通報を使用する場合、 SMTP をサボートしているメールサーバが必要 
です。 

ソフトウェア 

• $添付の CD-R 〇 MrEXPRESSBUILDER 」 内の ESMPRO/ServerAgent 
• 上記、 ESMPR 〇 / ServerAgent がサポートする〇 S 

• マネージャ経由の通報を使用する場合は、マネージャ側に以下の環境が必要です。 
ESMPRO / ServerManager * 十 ESMPRO/AlertManager Ve 「.3.4 以降 

* 監視対象となるサーバにインストールされている ESMPR 〇 / ServerAgent のパー 
ジョン以上を使用してください。 

(例）監視対象となるサーバにインストールされている ESMPR 〇 / ServerAgent の 
バージョン 3.8 の場合、バージョンが 3.8 以上の ESMPR 〇 / ServerManage ^' 
必要です。 
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セットアップに必要な契約 

セットアップを行ラには、以下の契約等が必要となりますので、あらかじめ準備してくださ 
い。 

• 本体装置の八ードウエア保守契約、またはエクスプレス通報サービスの契約 

本体装置のハードウエア保守契約、またはエクスプレス通報サービスのみの契約がお済 
みでないと、エクスプレス通報サービスはご利用できません。契約内容の詳細について 
は、お買い求めの販売店にお問い合わせください。 

• 通報開局 FD 

契約後送付される通報開局 FD が必要となります。まだ到着していない場合、通報開局 FD 
が到着してから、セットアップを行ってください。 

エクスプレス通報サービスのセツトアップについては、「オンラインドキュメント」を参照 
してください。 


PC 通報連携機能 

pc 通報連携機能は、クライアントで発生した障害の情報を電子メールやモデム経由で保守 
センターに自動通報するサービスです。このサービスを使用することにより、クライアント 
の障害を事前に察知したり、障害発生時、すみやかに保守することができます。 

PC 通報連携機能のセットアップについては、「オンラインドキュメント」を参照してくださ 
い。 

また、別途 PC 通報連携機能での契約が必要となります。お買い求めの販売店、または保守 
サービス会社にお問い合わせください。 
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ESMPRO/UPSControNer Ver.2.1 


BT 〇（ビルド•トウ • 才ータ '—) でインストールされる ESMPR 〇/1^3<3〇巾「〇1ヒ「ソ6「.2.1にっぃて説明し 


ます0 


■ I ： ビルド • トウ•才ーダーで指定されたバンドルソフトウェア、あるいは才ーダーされたソフ 
トウェアです。なお、 EXPRESSBUILDER には含まれていません。 


プ■」インストールモデルでのセットアップ 


ストリーミンク'サーパのモデルの中には出荷時に 「 ESMPR 〇 / UPSController 」 がインストー 
ル済みの場合がありますが、設定値はデフォルト値のままになっている場合があります。 
ここで示す手順に従ってお客様のご使用環境に合わせた状態にセツトアップしてください。 


ESMPRO / UPSControlle 「サービス ( SPOC-I Service ) の起動 

[サービスコント□—ルマネージャ]を開き、 [ SPOC-I Service ] を開始してください。 
すでに、 [ SPOC-I Service ] が開始されている場合はそのままでかまいません。[コント□一 
ルパネル]を閉じてください。 


動作確認 

SPOC-I Service が起動後、約1分以上経過してから次の方法で動作を確認します。 

動作確認は、「確認1」、「確認2」の両方とも行ってください。「確認1」、「確認2」の両方が「正 
常」な場合は、動作に問題ありません。この後の「設定変更」に示すの処理を行う必要はあり 
ません。 

■ 確認1イベントビューアによる確認 

Windows 2〇〇〇または Windows Server 2〇〇3の「イベントビューア」で ESMPRO / 
UPSController が正常に起動していることを確認してください。 

1. [イベントビューア]を起動する。 

2 . [イベントビューア]のメニューパーから[ログ]を選択し、[システム]を選ぶ。 

3 . 上記により表示されたイベントの中から[ソース]名が 「 SP 〇 C-l Service 」 のものを選ぶ。 

4 . イベントの[詳細]を表示し、以下のイベントの[説明]があることを確認する。 

[正常] UPS 通信開始 

[異常] UPS 通信 エラー (無応答） 

このイベントが存在した場合、この後の「設定変更」を参照して ESM PRO / 
UPSController の設定を変更してください。 
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■ 確認 2 ESMPRO / UPSControNer の GUI による確認 

「確認1」で「正常」を確認した後、 GUI で UPS の情報が正しく表示されていることを確認し 
てください。 

1. [スタート]メニューの [プ □グラム]— [ESMPRO.UPSController] - [UPSController マネ- シ、、ャ] を 
起動する。 

起動方法の詳細は、別冊の ESMPR 〇 /UPSController の「セットアップカード」を参照してくださ 
い0 

2. [UPSController マネ-シ''ャ]のメイン画面(チャート）で UPS の情報が表示されていることを確認する。 

[正常] UPS 情報の「商用電源の値 (V) 」 、 「商用最大電圧の値 (V) 」 、 「商用最^ v 電圧の値 (V) 」 、 
「負荷容量の値 (96) 」等が表示される。 

[異常] UPS 情報の「商用電源の値 (V) 」 、 「商用最大電圧の値 (V) 」 、 「商用最^ v 電圧の値 (V) 」 、 
「負荷容量の値(％)」等が表示されない。 

この後の「設定変更」を参照して ESMPR 〇 /UPSController の設定を変更してください。 


設定変更 

「動作確認」の「確認1」、ま/•こは「確認2」で「異常」だった場合は、次の設定内容を確認して設定 
を変更してください。 

1 . [スタート]メニューの[プログラム]- [ESMPRO.UPSController] - [UPSController マネ-シ、、ャ]を 
起動する。 

起動方法の詳細は、別冊の ESMPRO/UPSControllei^Rv トアップカード」を参照してください。 


2. [UPSController マネ-シ''ャ]のメニューバーより、[設定]-[動作環境の設定]を選択し、下記の設定 
画面を表示し、各設定内容を確認する。 



3. 正しく設定した後、 [UPSController マネ-シ''ャ]のメニューバーより、[ファイル]—[上書き保存]を 
選択し、設定を保存する。 


4. [コント□—ルパネル]の[サービス]を開き、 [SPOC-I Service] を再起動する。 
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新規インスト^!レ 


ESMPRO/UPSController Ver .2.1 を新規にインストールする手順を説明します。 


ESMPRO / UPSControNer のアンインストール 

現在コンピュータにインストールされている ESMPR 〇 / UPSController をアンインス I ル 
してください。 

巳31\/^1^〇/1^3〇〇门1:「〇116「のアンインストールは、 「 Exp 「 essSe 「 ve 「 Sta 「 tup 」 OCD - ROIV ^ 
rESMPRO/UPSController Ver .2.1( UL 1047-401) 」の Key-FD (キーディスク）を使ってアン 
インストールしてください。 

ESMPR 〇/1^3(3〇加「〇116「のアンインストールについての詳細は、別冊の ESMPR 0/ 
UPSController の「セットアップカード」を参照してください。 

アンインストール後は、必ずコンピュータを再起動してください。 


インストール 


ESMPR 〇/1^30〇门1:「〇116「のインストールは、 「 Exp 「 essSe 「 ve 「 Sta 「 tup 」 OCD - ROIV ^ 
rESMPRO/UPSController Ver .2.1( UL 1047-401) 」の Key-FD (キーディスク）を使ってイン 
ストールしてください。 

ESMPR 〇/1^3(3〇加「〇14「のインストールについての詳細は、別冊の ESMPR 0/ 
UPSController の「セツトアップカード」を参照してください。 


アップデートインストール 

アップデートは次の手順に従ってください。 

1 . Administrators 口ーカルグループに所属するユーザーでログオンする。 

2 . 安全のために、必要最小限のアプリケーション ( Server サービスなど)を除くアプリケーションを 
終了する。 

3. 「スタートメニュー」一「設定」一「コントロールパネル」一「サービス」で次のサービスを停止する。 

• SPOC-I Service 

• ESMPRO/ARC Service 

• SNMP Service 

4. 「 ExpressServerStartup 」 の CD - R 〇 M を CD - R 〇 M ドライプに、 rESMPRO/UPSController 
Ver 2.1( UL 1047-401)」 の Key - FD (キーディスク）をフロッピーディスクドライブにセットする。 

5. 「巳父口「63336^/6「513「1；叩」〇0-[^〇1\/1の中にある「5巳丁1^£乂巳」を起動する 〇 
巳31\/^卩〇/1^3(：〇1^「〇116「のアップデートが開始されます。 

6 . アップデート完了後、システムを再起動する。 
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7. 再起動後、 ESMPR 〇 /UPSController マネージヤを起動し、 ESMPRO/UPSController のバージョ 
ンを確認する。 


ESMPRO/UPSController Version 2.1 


以上でアップデートは終了です。 
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PowerChute plus Ver.5.11 J/5.2J 

BT 〇（ビルド•トウ-オーダー）でインストールされる PowerChute p / usVe 「.5.11 J /5.2 J について説明し 
ます。 


PI ： ビルド • トウ•才ーダーで指定されたバンドルソフトウェア、あるいは才ーダーされたソフ 
r^TF] トウェアです。なお、 EXPRESSBUILDER には含まれていません。 


プ■」インストールモデルでのセットアップ 


ストリーミンク'サーバのモデルの中には出荷時に 「PowerChute p / us 」 がインストール済み 
の場合があります。ただし 、 PowerChute plus はデフォル ト値の状態でインストールされ 
ています。 

ここで示す手順に従ってお客様のご使用環境に合わせた状態にセツトアップしてください。 


PowerChute p/i/s サービス （UPS-APC PowerChute plus Service) の起動 

[コント□—ルパネル]の[サービス]を開き、 [ UPS-APC PowerChuteplus Service ] を開始 
してください。すでに [ UPS-APC PowerChuteplus Service ] が開始されている場合はその 
ままでかまいません。[コント□ールパネル]を閉じてください。 


動作確認 

UPS-APC PowerChute plus Service が起動後、約1分以上経過してから次の方法で動作を 
確認します。 

動作確認は、「確認1」、「確認2」の両方とも行ってください。「確認1」、「確認2」の両方が「正 
常」な場合は、動作に問題ありません。この後の「設定変更」に示す処理を行う必要はありま 
せん。 

■ 確認1イベントビューアによる確認 

Windows 2〇〇〇または Windows Server 2003の「イベントビューア」で PowerChute 
p / us が正常に起動していることを確認してください。 

1. [イベントビューア]を起動する。 

2 . [イベントビューア]のメニューパーから[ログ]を選択し、[システム]を選ぶ。 

3. 上記により表示されたイペントの中から[ソース]名が 「 UPS 」 のものを選ぶ。 

4. イベントの[詳細]を表示し、以下のイベントの[説明]があることを確認する。 

[正常] UPS との通信が確立しました。 

[異常] UPS との通信が確立できません。 

このイペントが存在した場合、この後の「設定変更」を参照して PowerChute pluscm 
定を変更してください。 
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■ 確認 2 PowerChute jd / l / s の GUI による確認 

「確認1」で「正常」を確認した後、次の手順で UPS の情報が正しく表示されていることを確 
認してください。 

1. [スタート]メニューの[プログラム]- [PowerChutePLUS]-[PowerChutePLUS] を起動する。 
起動方法の詳細は PowerChute plus ( D [インス トールガイド」を参照してください。 

2. [PowerChutePLUS] のメイン画面（チャート）で UPS の情報が表示されていることを確認する。 

[正常]データフィールドエリアの PJPS 出力」、「最小電圧」、「最大電圧」、 「UPS 温度」、「出力 
周波数」などが表示される。 

[異常] ups 情報の rups 出力」、「最小電圧」、「最大電圧」、 「 ups 温度」、「出力周波数」などが 
グレーアウトで表示されている。 

この後の「設定変更」を参照して PowerChute p/us の設定を変更してください。 


設定変更 

「動作確認」の「確認1」、または「確認2」で「異常」だった場合は、次の設定内容を確認して設定 
を変更してください。 

1 . [スタート]メニューの[プ□グラム]— [PowerChutePLUS] — [PowerChutePLUS] を起動する。 

起動方法の詳細は、 PowerChute / d / l / s の「オンラインヘルプ」、または PowerChute / d / las に添付 
の「ユーザーズガイド」を参照してください。 

2. [PowerChutePLUS] のメニューパーより、[構成]—[通信パラメータ]を選択し、下記の設定画面 
を表示し、各設定内容を確認する。 


コンピュータと UPS の通信 
を行ラ COM ポート番号を 
正しく設定する。 


3. 正しく設定した後、 [0K] ボタンをクリックし、 「PowerChutePLUS」 のメニューパーより、[シス 
テム]一[別のサーバを監視]を選択し、再度監視するサーバを選択する。 

4. 前ページの動作確認をする。 



通信シグナルが[スマー 
トシグナリング]である 
ことを確認する。 
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新規インスト^!レ 


PowerChute p / os の新規インストール（再インス I —ル）については 、 PowerChute p / os に 
添付の「インストールガイド」を参照してください。 
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Windows Media サービス 


ストリーミングサーバの DS モデル、 BT 〇（ビルド•トゥ•オーダー）にて〇 S インストール指定した GS モデ 
ルを購入された場合、または 「 EXPRESSBUILDER 」 より再インストールされた場合には 、 Windows Media 
サービスが自動的にインストールされ、即座に Windows Media によるストリーミンク'配信が可能となり 
ます （ OS のバージョンにより 、 Windows Media サービスのバージョン • 機能が異なります）。 


Windows Media サ-ビス 4.1 の設定 (Windows 2000 Server ) 


Windows Media サービスの設定は 、 Windows Media アドミニストレータよリ行います。 


「スタート」—「プログラム」 — 「管理ツー 
ル 」 —「Windows Media 」 を選択します。 




I ^最近使。たファィ繩 
卜設定® 

leg 

1ヘルプ⑩ 

13 ^ 1 ファィル名 s 指定して実行®... 
1^1シ竹卜 s ウン ( u >-. 


(§ Array Recovery Tool 
[§ ESMPRO Server Agent 
® Windows Media 
@ アクセサリ 
—ストトアッブ- 


イベン ト If ューア 

® インタ-ネ、)トサ'-以マネージャ 
M コンビュ-⑽管理 
コンポ-ネントサイス 
I ® サーバー©梅成 
%サイス 

W データリース ( ODBC 〉 

M パフォ-マンス 
© ラィセンス発行 
" K ルーティン災:リモートアクセス 
發 ローカルセキュリティポリシー 
占分散ファイルシステム 


陳スタ - H 


趋 Internet Explorer 

IP Mylex Global Array Manager Client I 

Outlook Express_ 


Windows Media サービスの各種設定は 
この画面で行います。 

Windows Media サービスではさまざま 
な配信が可能です。 

• オンデマンドのユニキヤスト配信 

• ライプのユニキヤスト、マルチキヤ 
スト配信 

• ブロードキヤスト配信 





-ムディレクトリへのバスを見るには、メニュー枠ではニキャスドム、聞ボイント]をクリ 
ックします。[オンデマンドのユニキャスドム淵ボイント]の-*覧で[ホーム]ユニキャスト 
公ポイントのエイリアスを探し、バスに示されるディレクトリ名を確認します。既定の設 
定で、 welcome2.asf がインストールされます。 

Microsoft<R) Windows(R) Media Player を問きます。 

. [ファイル]メニューで圃く]をクリックします。 

「mms//servername/filename.asfj と入力します。 *servername* の部分I こは Windows 
Media サービスを実行しているサり卜の名前が、 "filename" の部分には再生する 
ASF ファイルの名前が入 《J ます。 [0K] をクリック U ます0 


fe ペ-ジが表示されました 


二「10^ィ X /ビュ-夕 
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Windows Media サ - ビス 9 の設定 (Windows Server 200 3) 


Windows Media サービス 9 の設定は 、 Windows Media アドミニストレータよリ行います。 


「スタート」管理ツール 」 —「Windows 
Media サービス」を選択します。 



Windows Media サービス9の各種設定は 
この画面で行います。 

Windows Media サービス9では以下のよ 
うな新機能があります。 

• ファス ト スター トによる バッファ リ 
ング処理時間の解消 



ストリームメディアの基本 


Z ダウンロー _るファイルと具なり、コンテンツがスト：I 
IJ- ム配辭終了した泛、ユーザーのハードディス ■ 
クIこデー as 保存3れてI味せん0 

Web 上の参照情報 3 ストリ-ムメデ偏'て 

Wndo««s Media のソ J ユーシ^ 

■A Q Wkidows Media 9シリーズにっぃて 
Q 围発者向，純糊 



ットを経由してクフイアントコンビュ — 5l3i£ff される' 
CAf デオテンツです。 


• サーバサイド再生リストのサポート 


.1 I 

めストト| 丨通 通 ]|@Windo« S Media It-- j 為部 A 般沒纠 《 |= ? | 場轚 2 〇:〇3 


Windows Media サービスの詳細については、オンラインヘルプをご覧ください。 

他の Windows Media ツールについては、下記 WEB サイトより夕'ウン□—ドしてお使いくだ 
さい。 

Windows Media 

http :// www . mic 「 osoft . com / japan / windows / windowsnnedia / 

ストリーミングサーバでは、その他 St 「 eamP 「 o / St 「 eaming - MPEG 、 Helix などのサポートも 
行っております。それぞれの製品のご購入につきましては最寄りの販売店またはお買い求め 
の販売店にご相談いただくが、下記ホームページまでご連絡ください。 

StreamPro 

http :// www . ace . comp . nec . co . jp / StreamPro / 

Helix 

http :// www . ace . comp . nec . co . jp / Helix / 
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Stream Pro/Streaming Server- 
WMT Plus Verl.O 


Stream Pro/Streaming Server-WMT Plus (以下、 WMT Plus と表記します）には、 Windows 2000 
Server のストリーミングサービスである Windows Media サービスに対して、以下の追加機能を提供しま 
す。 

WMT - Plus は Windows 2000 Server に対応するソフトウェアです 。 Windows Server 2〇〇3モデルには添 
付されません。 


• 視聴□グ収集 • 出力機能 

ユーザーが映像を視聴した際の情報を収集 ■ 出力する機能を提供します。 Windows Media サービス標 
準のログ出力機能に加えて、視聴コンテンツ、視聴開始/終了時刻など視聴サービスに特化した分かり 
やすいログを収集できます。 

また、 WMT Plus で収集したログは、 WMT Plus が提供するコマンドにより、任意の範囲（日付•時間) 
を抜き出し、 CSV 形式のファイルとして出力できます。 
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• アクセス制限機能 

Windows Media サービス標準のアクセス制限(サーバ全体での接続数/帯域幅制限、および公開ポイン 
卜ごとの接続数/帯域幅制限など)に加えて、以下の機能を提供します。 

-コンテンツ1本あたりの帯域上限設定 

Windows Media サービスから配信するストリームについて、コンテンツ1本あたりの帯域上限を設 
定できます。 

-サーバ状態を取得するための管理 API 

Windows Media サービスの状態(ストリーム配信数、および総帯域幅) を 取得するための ActiveX コ 
ント ロールを 提供します。 

映像視聴のナビゲーシヨンを行うための ASP から、この ActiveX コント□—ルを利用することで、 
Windows Media サービスの負荷が高い場合には、再生要求を拒否し、独自のエラーページを WEB 
ブラウザに表示させるよラな運用が可能となります。 



WMT PLUS によるアクセス制限 
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ットアップ方法 


WMT Plus のインストールを行う前に 、 Windows Media サービスのインストールが必要で 
|チェック | す 。 Windows Media サービスのインストールについては 、 Windows 20〇〇のドキュメン 
卜を参照してください。 DS モデルや、 BT 〇（ビルド•トゥ•オーダー）で〇 S インストール 
指定をして購入された GS モデルでは、出荷時に標準でインス I ルされています。 


以下の手順に従ってセツトアップを行います。 


1 . WMT Plus のインストールを行う前に、以下の手順で Windows Media Service のユニキヤスト 
サービスを停止させる。 

スター トメニューから[設定]一[コントロールパネル]—[管理ツール]—[サービス]を選択し、 
「Windows Media Unicast Service 」 を停止してください。 

2. 添付の WMT Plus インス I ル媒体を CD - ROM ドライプに揷入する。 

3. エクスプローラがら CD - ROM ドライプの 「¥ WMTPIus ¥ Setup . exe 」 を実行する。 

WMT Plus のインス I ラが起動します。 

4. WMT Plus のインス!ラが起動しますので、画面の指示に従ってインス!ルを行う。 

この際、[インストール先の選択]画面および[プログラムフォルダの選択]画面では、いずれもデ 
フォルトの状態のまま、内容を変更せずにインス I ルを行ってください。 

5. インストール完了後 、 「Windows Media Unicast Service 」 のサービスを開始させる。 


以上でセットアップは完了です。 
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1 .WMT Plus のインストール後、 
「Windows Media Unicast Service 」 の 
サービスを開始させる。 

[サービス]ダイアログボックスで、 
「Windows Media Unicast Service 」 を選 
択して右クリックし、「開始」を選択して 
ください。 


2 . スタートメニューから「ファイル名を指定 
して実行」を選択し、名前に以下のコマン 
ドを入力する。 

mplayer 2 mms ://127.0.0.1 / sample.asf 


ファイル名を指定して実行 


j^i 実行| 
名、ィ 


薦總激漂歡ル卿キ ユメ ント 


名 B_J(Q)： |mpIayer2 mms：//1 27.0 .0.1 /sample.asf 




キゃンセル 参照® >... 


3. Windows Media Player での再生が開始 
されたら 、 Windows Media Player を終 
了させる。 


I ヒント] 


ストリーミングサーパに才ーディオデ 
バイスがインストールされていない場 
合、再生を開始する際に「音声が出力で 
きません」というメッセージが出力され 
ますが 、 Windows Media サ ー ビスおよ 
び WMT Plus の動作には問題ありませ 
ん。 [ OK ] ボタンをクリックして操作を 
継続してください。 


ファイル©表示祕再生®お気に入り® 
移劫 (© ヘルブ妙 


4ラジオ_音楽 q メディアガイド 



りり、 yy: Windows Media 
Qi 作成者： Windows Media 

菩作梅： fe) 1999 Microsoft Corporation 


4. Windows Media Player の終了後、スタートメニユーから[プログラム]—[アクセサリ]—[コマン 
ドプロンプト]を選択する。 


動作確認方法 


以下に 、 WMT Plus が正しくインストールされていることを確認するための手順を示しま 
す0 


國 


LOC..JLOC.LOC.LOC.LOC.LOC.LOC.LOC.LOC.LOC.LOC . 避継 




— ■ 11#缠 

1 ml ほ町 K: 11111 e 

こ二 f ::— 

-- 1 , 111 ===™-^ 

EIEIIIIIIIEi 


s : 


r 
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5. コマンドプロンプトから、以下のコマンドを順に実行する。 


> cd " D:¥Program Files ¥ btreamPro ¥ WMTPIus '' 

> sslogput 

* 下線で示す部分が入力部分です。 

sslogput コマンド実行後に、以下の例のように視聴ログの内容が出力された場合は 、 WMT Plus 
のインス I ルは正しく行われていると確認できます。 

(例） 


> sslogput 

1 27.0.0.1 ,2002/03/20,02:13:04,2002/03/20,02:19: 瓜 / sample . asf ， 1 27.0.0. 
],249846— ,0 


*1 下線で示す部分が視聴ログの出力内容です。 

*2 斜体文字の部分は 、 Windows Media Player で再生が実行された時間によって内容が変化 
しますので、上記の値がそのまま出力されるわけではありません。 

以上で WMT Plus の動作確認は完了です。 

動作確認が完了した後は、以下の手順で動作確認中に作成された不要なファイルを削除して 
ください。 

1 . 「Windows Media Unicast Service 」 のサービスを停止させる。 

2 . エクスプローラから、以下のディレクトリを削除する。 
D :¥ WINNT ¥ system 32¥ LogFiles¥StreamProWM 
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Stream Pro/WM9S-Plus Verl.0 


Stream P 「 o / WM 9 S-Plus (以下、 WM 9 S - Plus と表記します)では 、 Windows Server 2003に搭載されて 
いるストリーミンク'サービスである Windows Media サービス9に対して、以下の機能を提供します。 

WM 9 S - Plus は Windows Server 2〇〇3に対応するソフトウェアです 。 Windows 2000 Server モデルには 
I チェック I 添付されません。 


• Web 管理ポータル機能 

ユーザが、各種 WM 9 S - Plus の機能にアクセスする際のエントリページを提供し、 Web ブラウザを用い 
たリモートアクセスを可能にします。管理ポータル画面では、タブ形式のフレームを使用して、各種 
搭載機能に加え 、 Windows Server 2003の Windows Media サービス9の Web 管理コンソールや、 
Internet Information Server 6( IIS 6) の Web 管理コンソールに対しても、容易にアクセスできます。 

また、管理項目の追加•削除が容易となるため、将来、新機能が追加された際にも、インタフェース拡 
張が容易にできます。 


• 視聴ログのグラフィカル表示機能 


Windows Media サービス9で出力される視聴□グの 
アクセス状況を、 Web ブラウザ上でグラフィカルに 
表示します。この情報から、ユーザの視聴アクセス 
傾向を視覚的に確認できます。 

視聴□グのグラフィカル表示機能では、月•週•日 
単位での各種アクセス状況を表示できます。具体的 
には、以下の機能を提供します。 

-日別アクセス状況表示(月単位での表示時） 

-時間帯別アクセス状況表示(週 • 日単位での表示時) 
-アクセス数上位ランキング表示 
-アクセスプレイヤ種別表示 



- WM 9 サーバ視聴ログの自動収集 • 変換機能 


視聴ログのグラフィカル表示機能 


-各種アクセス情報の□グ出力 
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Windows Media サービス 9 コンテンツファイル管理機能 


Windows Media サービス9が動作しているマシン上 
のコンテンツファイルを、 Web ブラウザを通して管 
理するための以下のような各種機能を提供します。 

-リモートファイルのファイル情報表示機能 

ファイル名、ファイルサイズ、更新日付、ファイ 
ル種別を表示します。 

-ファイルのリネーム機能 

-ファイルの削除機能 

-コンテンツファイルのプレビュー機能 

-ファイルのアップロード機能 

-ディレクトリの作成機能 

-ディレクトリの削除機能 


1ファイルの編集 (£) 表示秘お気に入り⑻ツール①ヘルプ (U) 


-Ini x| 

i tf 

j 〇戻る ▼ j ▼ 313 ; 検索 ぉ気に入り豸メディア e | 

つ▼..ふ隠 

\\ l M >y 

j アドレス迫)|著！ http：//leeolas：9099/default.asp?tab=4 


zi S 移動 


Top [ wms I ns | ロヴ統計」ディレクトリ管理| 

Windows Media サービスデイレクトリ管理 




アゲ？ド J ディレクトリ作成」 


名 w 

サイズ 

mm 

更新日時 

「Parent Directory! 

<DIR> 

ファイルフォルダ 

2003/04/18 10:12:41 

^wm9user 

<DIR> 

ファイルフォルダ 

2003/01/1518：32：32 

fivvsx 

く DIR> 

ファイルフォルタ 

2002/12/26 20：33：42 

D dddtxt 

0 

テキストドキュメント 

2002/12/2518：25：42 

|~*1 Dowered bv 10O.wmv 

144446 

Windows Media オーデイオ/ビデオフ7イル 

2003/04/1415：25：03 

D WM9-2M-VGA-NItxt 

817 

テキストドキュメント 

2003/01/10 17:54:15 

D WM9-2M-VGA-NIwmv 

74980674 

Windows Media 才 w デイオ/ビデオファイル 

2003/01/1017：55：32 

DwM9-3M-VGA-N.txt 

816 

テキストドキュメント 

2003/01/10 17:55:33 

D WM9-3M-VGA-NIwmv 

106524686 

Windows Media 才ーデイオ/ビデオファイル 

2003/01/10 17:67:21 

D WM9-6 M-VGA- NItxt 

819 

テキストドキュメント 

2003/01/10 13:13:21 

D WM9-6M-VGA-NIwmv 

174140686 

Windows Media 才'■■デイオ/ビデオファイル 

2003/01/10 13:16:23 

D WM9-8M-FullD1 -Nlwmv 

298676674 

Windows Media オーデイオ/ビデオファイル 

2003/01/10 18:05:25 


W イントラネット 


Windows Media サービス9コンテンツファイル管理機能 


E 


ットアップ方法 


WM 9 S - Plus のインストール方法は、添付の 「Stream P 「 o / WM 9 S - Plus 」 パッケージ内のマ 
ニュアルに記載してあります。そちらを参照し、設定してください。 




WM 9 S - Plus のインストールを行う前に、以下の Windows Server 2003付属ソフトウェア 
のインストールが必要です。 

• Windows Media サービス 
— Windows Media サービス 

- Windows Media サービス Web アドミニストレータ 
— Windows Media サービススナップイン 
• インターネットインフォメーションサービス （ IIS ) 

一 WWW (World Wide Web ) サービス 

Active Server Pages、WWW (World Wide Web ) サービス、 

—インタ _ ネットインフオメ ーシヨン 


リモート管理 （ HTML ) 


これらのソフトウェアのインストールについては 、 Windows Server 2003のドキュメント 
を参照してください。 DS モデルや、 BT 〇(ビルド•トゥ•才ーダー)で OS インストール指定 
をして購入された GS モデルは、出荷時に 「Windows Media サービス 」、 「Windows Media 
サービススナップイン」の2つのソフトウェアはインストールされています。他のソフト 
ウェアについては、コントロールパネルの[プログラムの追加と削除]から、 「 Windows コン 
ポーネントの追加と削除」を選択して、インストールを行ってください。 
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セットアップ確認方法 


以下に、 WM 9 S - Plus が正しくインストールされていることを確認するための手順を示しま 


1 . WM 9 S-Plus のインストール後 、 “World Wide Web Publishing Service” 、 “Windows Medi ウ 
ervice ”、 および“ StreamP 「 o / WM 9 S-Plus Log Collection Service ” の各サービスが開始されて 
いることを確認する。もし、サービスが開始されていない場合には、サービスを開始させる。 

2. スタートアップの[プログラム]より 「StreamPro WM 9 S - Plus 」 を選択し、 「 WM 9 S - Plus 管理コン 
ソール」を実行する。 

* リモートホストの場合は、インターネットエクスプローラを起動し、「アドレス」の欄に 
rhttpy /< ホスト名 x 9 〇99」と入力してください。 

正常に動作した場合は、□グインのためのダイアログボックスが表示されます。 

3. ダイアログボックスに、ユーザ名とパス 
ヮードを入力する。 

□グインが完了すると、 WM 9 S - Plus の 
管理画面が表示されます。 


IチェックI 

• □グインユーザ名 • パスワードには、 Administrator 権限を持つユーザと、そのパスワード 
を入力してください。詳細については、 WM 9 S - Plus パッケージに添付の 
マニュアルを参照してください。 

• ダイアログボックスが表示されない場合やブラウザがエラー画面を表示する場合は、正しく 
セットアップができていないおそれがあります。再度、 WM 9 S - Plus パッケージに添付のマ 
ニュアルの「セツトアップ」の項目を確認してください。 



4. 画面上部にある項目選択のタブを左から 
順に選択し、表示されることを確認す 
る0 
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ゾ • 「 wm 9」 や nis 」 のタブを選択した場合、再度、□グインメッセージが表示される場合が 
f^i あります。その場合は、再度、□グインユーザ名 • パスワードを入力してください。 

rwM 9」 や nss 」 のタブ選択時、□グインメッセージが表示されるまでに時間がかかる場 
合や、 SSL の証明書の確認を行う場合があります。しばらく表示を待つが、指示に従っ 
て証明書の確認を行ってください。 

• ログ表示機能では、アクセスがない場合、または、アクセスしてから一定時間以内で 
は、ログが表示されないことがあります。グラフに表示されるログは一定間隔で定期的 
に収集されるため、グラフ表示されるまでは一定の時間が必要です。アクセスが行われ 
てから1日以上経ってもグラフが表示されない場合は、インストールや動作に不具合が 
あることが考えられます。 WM 9 S-Plus パッケージに添付のマニュアルの「トラブル 
シューテインク'」の項目を参照してください。 


以上で、 WM 9 S - PIUS の動作確認は完了です。 
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バックアップ装置ファ-ムウェアアップデ-トツ-ル 

バックアップ装置ファームウェアアップデートツールは、バックアップ装置のファームウェアアップデー 
卜を行うソフトウェアです。 

以下のバックアップ装置をお持ちのお客様で、本サーバに搭載の SCSI コント□—ラ（オンボード SCSI ) に 
接続してご利用になる場合は、バックアップ装置のファームウェアアップデートが必要になる場合があり 
ます。お手持ちのバックアップ装置が下表に記載した機種に該当する場合は、添付の CD-ROM 
「 EXPRESSBUILDER 」 の次のディレクトリ格納されているマニュアルを参照し、ファームウェアアップ 
デートを行ってください。 

「く CD-ROM ドライブレタ ー> : ¥ TapeFWUp ¥ Smy ¥ Manual _ J . pdf 」 

ファームウェアバージョン確認方法についてもマニュアルに記載されています。 



—卜対象装置 


ファームウェアアップデート対象装置を下表に示します。 


<バックアップ装置 • ファームウェアー覧表> 


N コード 

名称 

適用 FW バージヨン 

N 8151 -29 

内蔵 AIT 集合型 

Llnb ^ 

N 8151-36 

内蔵 AIT 集合型 

L 7 n 7 

N 8151-39 

内蔵 DAT 集合型 

L 2 n 4 

N 8151 -45 

内蔵 DAT 

02 n 9 

N 8151 -46 

内蔵 AIT 

Olnm 

N 8151-28 * 2 

内蔵 AIT 

01 nm 


FW アップデートが必要なバックアップ装置は、上記適用 FW パージョンよりも低 
し' iFW バージョンの装置です（アルファベットより数字の方が小さくなります）。 
例： L 1 nb > L 1 n 8 

* 2 N 8151-28 は N 8151-46 同等品で、 N 8151-46 用のファームウエアアップデート 
ツールが使用可能です。 


動作環境 


本アップデートツールは 、 Windows 2000日本語版および Windows Server 2003日本語 
版で動作します。 
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